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公益財団法人よこはまユース

ヨコハマの子ども・若者の成長を応援する人たちへ
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ヨコハマ アイズ 2024

よこはまユース設立20年記念号
青少年育成の20年をふりかえるテーマ

「青少年の居場所づくり」の20年
「体験活動」の20年
「青少年を育む人材の育成」「地域活動」の20年
「�放課後児童育成」の20年
－職員座談会「“子どもたちの放課後” と向き合ってきた20年」－

「青少年の学習支援・生活支援」の20年
「�青少年の社会参加」の20年
－座談会「平成の青少年と令和の青少年が語り合う～私たちの社会参加活動～」－

�特別寄稿「子ども・若者の居場所と関係者のつながりづくり
－よこはまユースと横浜市立大学の連携－」

よこはまユース20年のあゆみ年　表
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Ⅱ青少年育成の20年をふりかえる

1. 「青少年の居場所づくり」の20年
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　◯「『遊びで育つ　人�まち�未来』～プレイパークが横浜にできるまで～」
��YPCネットワーク　瀬嵐 理恵� ����������������������� 20

　◯「気づき」を大切にする体験活動の推進
��神奈川県青少年センター　指導育成課　栗田 強太郎�������������� 21
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�. 「青少年ΛҭΉਓࡐのҭ」「Ҭ活動」の20年
　◯地域のࢠͲͨちのͤをͯͬئ
�ࢠする会　୩�恵ඒݱを࣮ͤͲのࢠ�� ������������������ 22
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　◯青少年のֶश支援活動におけるࠓまでの20年とこΕかΒ
��ಛ定ඇӦར活動法人Ϧϩーυ　田�ਖ਼ଇ������������������� �0
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ൃ ߦ の ͝ ѫ ࡰ

　このたび、よこはまユースは設立20周年という節目を迎えることができました。これもひとえに、こ
れまで法人とともに歩んでくださった皆様方のご支援の賜物と、深く感謝申し上げます。

　私たちの歩みは、「横浜市の青少年育成の総合推進を図ること」を目的として、2005年に社団
法人横浜ボランティア協会と財団法人横浜市青少年科学普及協会が統合し、横浜市青少年育成
協会が誕生したことから始まりました。その後、2011年に公益法人への移行する際に「よこはまユー
ス」と名称を変更し、現在も「すべての青少年が周囲の人々から見守られ、人とのつながりの中で
成長できる社会を醸成する」という理念のもと、地域、行政、学校、企業、そして多くのボランティア
の皆様と協働し、青少年が主体的に活躍できる街「横浜」を目指して活動を続けております。

　この20年間、SNSをはじめとする情報化社会の進展や価値観・ライフスタイルの多様化など、社
会環境の変化に伴い、青少年を取り巻く課題は一層複雑化してきました。また、記憶に新しいコロ
ナ禍では、これまで大切にしてきた「体験する」「ともに活動し、伝える」ことが難しくなり、事業の
見直しを求められました。そのような状況下でも、理念に立ち返り、皆様とともに「青少年のために
何ができるか」を考え、柔軟で新しい視点に立った事業の実施に取り組むことができました。

　法人としてもこの20年間、青少年の体験活動の推進や、青少年を育む地域づくりに加え、放課
後キッズクラブの受託、校内居場所カフェの運営、福祉的な要素を含む寄り添い型生活支援事業
所の受託など、新たな事業に挑戦し、組織的にも大きく成長を遂げることができました。また、青少
年育成と支援を包括的に推進する横浜市唯一の外郭団体として、人材育成研修や企業・団体にお
ける青少年活動のコーディネートに力を注ぐなど、中間支援機能の強化に努めております。今後も
変化の激しい社会において、すべての青少年が周囲の人々から見守られ、人とのつながりの中で成
長できる社会を実現することを使命に、皆様とともに取り組みを続けてまいる所存です。

　さて、本号では「青少年育成の20年」をテーマに、市内のさまざまな分野で青少年活動に取り
組んでおられる実践者や研究者の皆様とともに、この20年を振り返りました。これまでの活動の軌
跡を皆様と共有し、次の10年、20年に向け、新たな一歩を踏み出すきっかけとなることを願ってお
ります。

　最後に、これまで支えていただいたすべての皆様方に改めて感謝申し上げるとともに、今後とも変
わらぬご支援、ご指導を賜りますようお願い申し上げ、発行のご挨拶とさせていただきます。

ެӹஂࡒ法人よこはまユース
代表理事　大�
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　公益財団法人よこはまユースが、設立20周年を迎えられましたことを、心からお祝い申し上げます。

　平成17年 2月に社団法人横浜ボランティア協会と財団法人横浜市青少年科学普及協会が母体
となり、前身の財団法人横浜市青少年育成協会が発足されました。その後、平成23年度には、法
人名称を市民に愛称として親しまれていた「よこはまユース」に変更し、青少年育成を専門とする
公益財団法人として「青少年活動の支援」「青少年を支える人材の育成」「体験機会と活動の場
の提供」の3つを柱に、本市青少年施策の推進に尽力されてきました。

　平成16年度に貴法人を中心にモデル事業として9 校でスタートした「放課後キッズクラブ」は、
現在では市内の全ての市立小学校337校に設置され、小学生の放課後の安全・安心な居場所となっ
ています。また、金沢区にある「野島青少年研修センター」は、平成18年度の指定管理者制度導
入後も、長きにわたり管理・運営を担っていただき、海あり山あり自然あふれる環境を生かした体験
学習や集団活動、青少年指導者・育成者の研修活動への支援など、年間 2 万人を超える方々に利
用されています。こども青少年局は、平成18年度に新組織として発足しましたので、まさにこの20
年間、貴法人と共に青少年の育成に取り組んできたことになります。

　青少年期は、身体も心も大きく成長する時期であり、道徳性や社会性などを育む大切な時期です。
校内カフェの運営やイベントの企画、ボランティア活動など、貴法人が提供・支援する様々な体験
活動を通じて、青少年は小さな失敗を経験しながらも、直面する課題に全力で取り組み、成功体験
を重ね、自己肯定感を高めています。

　一方、少子化の進行や地域のつながりの希薄化、ライフスタイルの多様化など、青少年を取り巻
く環境は大きく変化しています。全ての青少年のウェルビーイングを支えていくためには、社会全体
でこども・青少年の健やかな成長を見守り・支援していく必要があり、中間支援組織として、貴法
人に求められる役割は、非常に大きくなっています。今後も公益的使命の達成に向け、本市との連
携のもと、青少年の健全育成に取り組んでいただくようお願いいたします。

　むすびに、貴法人のますますの御発展と、職員の皆様方の御健勝と御活躍を心から祈念いたしま
して、お祝いの言葉とさせていただきます。

横浜市こͲ青少年ہ
　ౢ�ہ

ॕ ɹ ࣙ
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˙ୈ 1 ɿʢ200�年ʙ2010年ʣظ
ʕ2ͭの青少年ҭஂ体͕౷߹͠ɺ

ԣࢢの青少年ҭΛ୲ 「͏ԣࢢ青少年ҭڠձ」͕ ੜ

　「青少年を育成するために地域におけるボランティア活動を推進する」ことを目的に、1974年に設立された
社団法人横浜ボランティア協会は、青少年が社会とつながるためのボランティア活動や、青少年育成に関わる
ボランティア活動を推進してきました。
　財団法人横浜市青少年科学普及協会は、横浜こども科学館の運営を通じて、「科学を軸にしつつ、知育に
偏らず、情操、体力、創造力といった広い視野を持ちながら、21世紀を担う青少年の健全育成を目指す」こと
を目的に、1984年に設立されました。
　これら横浜市内で青少年育成を担う2つの団体は、「横浜市アクションプラン」（2003年）において「解散・
統合すべき団体」と位置づけられ、横浜市の青少年育成施策を総合的に推進することを目的に、2005年 2月
1日、横浜市青少年育成協会が発足しました。同協会は、「次代を担う青少年の主体性や創造性を育み、心豊
かな成長を図るため、市の施策と連携し、学校、地域、市民団体、企業などと協働して諸事業を行い、青少年
の育成に寄与する」ことを使命として活動を開始しました。

ɹྐྵ
ʢ年߸ʣ ͓ͳτϐοΫ

2005年
ʢฏ成17ʣ

˔横浜市青少年育成ڠ会設 ʢཱ2݄ʣɻ
˔横浜市青少年育成センターɺ横浜市青少年交流センターɺ横浜
市野島青少年研修センターɺ横浜こͲՊֶؗの4施設のظ࣍
指定理ऀと͠ ͯબ定͞Εるɻ

˔ϤίϋϚ�ϋイスクーϧ�ϛϡーδックフΣスςΟόϧʢY).'ʣ
事ہʢ～2010ʣɻ

地ߍ市場தֶे」ۀと地域とをつな͙ίーσΟネート事ߍֶ˔
域交流事ۀ」ʢࡏݱܧଓʣɻ
「̝居場所づ り͘શࠃフΥーϥϜ」をຊ市青年会ٞと共࠵ʢ～2020ʣɻ

2006年
ʢฏ成18ʣ

˔横浜市の࠶ہฤにより「こͲ青少年ہ」に所ہがมߋɻより૯߹తな青少年施ࡦのల։がظ
͞Εるɻ

˔法人のѪশ�γンϘϧϚークをެืにより「よこはまユース」にܾ定ɻ
˔ए年ແऀۀのอऀޢをରと͠ ಐのब࿑体験なͲɺ青少年の自ཱ支援ࣇظֶྸ࠵の։࠲ߨͨ
をతとする࠲ߨ体験活動を市のएऀ自ཱ支援のઐؔػ�ؔ࿈ஂ体と࿈࣮ͯ͠ܞ施する
ͨΊのऔを։࢝ɻ

「ϤίϋϚ�ϋイスクーϧϛϡーδック
フΣスςΟόϧܾউ大会ʢ横浜ΞϦーφʣ」

ެӹஂࡒ๏ਓΑ͜·Ϣʔε 20年の͋ΏΈ
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ɹྐྵ
ʢ年߸ʣ ͓ͳτϐοΫ

2007年
ʢฏ成19ʣ

˔青少年の「自ཱ支援」を࣠と͠ ͨ事ۀをຊ֨ల։ɻ�つのجຊతなࢹ点をࡦ定ɻ
　ᶃ青少年の自ཱとओ体ੑをଅすػ会づ り͘
　ᶄ青少年が҆৺ͯ͠৺๛かにΒͤるڥづ り͘
　ᶅ青少年の活動を支援するͨΊのみづ り͘

˔横浜市ಛ定ڠஂ体と͠ ͯ৽ͨに4Χ年の「ڠ」をక݁ɻ

2008年
ʢฏ成20ʣ

˔こͲՊֶؗがネーϛンάϥイπを導ೖɻѪশ「はま͗ΜこͲ
ӉՊֶؗ」ɻ

ϘϥンςΟΞ活動ʢ～2019ʣɻྛݯ生ਫߍଜでの高ࢤས県ಓࢁ˔

˔自ཱ支援ؔஂ体と࿈ͨ͠ܞ ॓ധ体験「एऀ自ཱαϙート事ۀ」ɻ

2009年
ʢฏ成21ʣ

「̝৽ެӹ法人のҠ行」をதظඪに設定ɻ

˔৽設͞Εͨ横浜αイΤンスフϩンςΟΞ高ֶߍと࿈͠ܞɺখ
தֶ生ରの「よこはまαイΤンスプϩάϥϜ」を࣮施ɻ

˔横浜։150ߓप年ه೦事ۀ「'6NEプϩδΣクト」を։࠵ɻ

˔एऀ自ཱक़の活動支援ɻ青少年の体験活動事ۀのαϙートスタッ
フをґཔɻ

2010年
ʢฏ成22ʣ

˔ެӹஂࡒ法人と͠ ͯ認定ɻ৽ஂࡒの໊শを「よこはまユース」
にมߋすることがܾ定ɻ

「̝രসʂᖛͬدࢠ੮」50ճه೦と͠ ͯɺࢠͲόックϠーυπ
Ξーɺد੮文࣮ࣈԋなͲɻ

˔こͲՊֶؗの指定理ऀબ定かΒ֎Εるɻ大෯な৫վม
を༨ّな͘͞ Εるɻ

横浜こͲՊֶؗ

「'6NEプϩδΣクトʢ2009ʣ」

「രসʂᖛͬدࢠ੮」50ճه೦
࣮行ҕһ挨拶ʢ2010ʣ

よこはまαイΤンスプϩάϥϜ
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˙ୈ 2 ɿʢ2011年ʙ201�年ʣظ
ʕ「ެӹஂࡒ๏ਓΑ͜·Ϣʔε」ɻܦ͍͠ݫӦঢ়گのதのελʔτͱɺ

৽͍͠ۀࣄల։のνϟϨϯδ

　事業活動収入の4 割を占めていた横浜こども科学館の管理運営が終了したため、財政的にも組織体制的に
も経営基盤を揺るがす厳しい状況の中、法人の事業規模・組織体制を大幅に縮小・変更しての「公益財団法
人よこはまユース」のスタートとなりました。
　設置趣旨を『すべての青少年が周囲の人々から見守られ、人のつながりのなかで成長していくことができる社
会を醸成するとともに、様々な体験を通じ青少年自らが学び育つ機会を提供することにより、未来を担う青少年
の成長に寄与する』ことを目的に、4つの事業の柱（A:青少年活動を支援する事業／B:青少年を支える人材を
育成する事業／C:青少年に体験機会や活動の場を提供する事業／ D:その他、この法人の目的を達成するた
めに必要な事業）と5つの公益目的事業区分（施設の貸与／講座、セミナー、育成／体験活動等／相談、助
言／調査、資料収集）に基づき事業を開始しました。

ɹྐྵ
ʢ年߸ʣ ͓ͳτϐοΫ

2011年
ʢฏ成2�ʣ

˔ެӹஂࡒ法人よこはまユースと͠ ͯスタートɻ

˔野島青少年研修センターがɺ౦ຊ大ࡂのඃऀࡂආ所と͠ ͯӡӦ͞Εるɻ

ɻߋにม「ෟ੍دଓܧ」ॿ会һ੍をࢍ˔

2012年
ʢฏ成24ʣ

˔区دりఴいܕ生活支援事ۀをडୗɻ

˔市์課ࣇޙಐ育成事ैۀ事ऀの人ࡐ育成
研修डୗʢࡏݱडୗʣɻ

˔人ࡐ育成事ۀ「ࢠͲ�एऀͲこで࠲ߨ」։
ଓʣɻܧࡏݱʢ࢝

˔青少年交流センターʢふりーふΒ とͬ野ໟࢁʣ
։ؗ10प年ه೦ࣜయʢ�݄ʣɻ

201�年
ʢฏ成25ʣ

˔தܦظӦ方ʢ5Χ年ʣをࡦ定ɻ
ॏ点方ɿᶃ地域とऔりΉ青少年育成

ᶄ݈શ育成の方法ݯࢿを活༻ͨ͠青少年のજࡏతϦスクղফ�ܰٴݮび自ཱ支援

ೖɻ青少年の文化体験ॆ࣮のͨΊにɺ青少年交流センターに設ஔߪۚでಃܳ༼をد�ॿ会අࢍ˔
ʢࡏݱɺ野島青少年研修センターにҠ設ʣɻ

˔事ۀධՁγスςϜを導ೖɻ

˔ಓࢤଜࣇಐडけೖΕ事ۀ։࢝ɻ横浜のਫྛݯで͋るಓࢤଜのখֶ5ߍ年生が来浜͠ɺ横浜市
のࣾ会見ֶখֶߍとの交流なͲを1ധ2で࣮施ʢࡏݱܧଓʣɻ

地域ߍ市場தֶे「࠲ߨͲ�एऀͲこでࢠ」
交流事ۀのνϥγ
ʢ2010ʣ

四　校

8

よこはまユース20年のあゆみ



ɹྐྵ
ʢ年߸ʣ ͓ͳτϐοΫ

2014年
ʢฏ成26ʣ

˔よりޮՌత�ޮతにࣥ行できるよ͏৫を見͠ɺ৽体੍で
スタートɻ

˔野島青少年研修センターにϥンυϦー設උをඋɻ

˔横浜市でࢠͲ�青少年にؔわる活動にؔわる活動ؔऀの
「大交流会」を։࢝ɻنδϟンϧをえͨネットワークܗ成
の場にʢࡏݱܧଓʣɻ

2015年
ʢฏ成27ʣ

が施行ɻ「育ͯؔ࿈�法ࢠ�Ͳࢠ̝」

˔青少年交流センターʢふりーふΒͬ と野ໟࢁʣがɺ৽ج४をຬͨͯ͠いないことによりด ʢؗ�
݄ʣɻ

2016年
ʢฏ成28ʣ

˔青少年交流センター代ସ事ۀと͠ ͯɺ青少年の交流�活動支援
スペースをࡩொͽおγςΟに։設ɻެ ืによりɺѪশを「͘͞
ΒϦϏンά」にܾ定ɻ

˔தୀ進࿏未定なͲのϦスクを๊える高ߍ生の支援と͠ ͯɺ
横浜市ཱ大ֶをは͡Ί市NPOと࿈ܞ をۀ事「ΧフΣߍ͠」
։࢝ʢ横浜૯߹高ߍ「よ こ͏ͦΧフΣ」ʣɻ

2017年
ʢฏ成29ʣ

˔法人ຊ෦を「横浜メσΟΞ�Ϗδネスセンター」ʢத区ʣҠసɻ

˔ؔϗーϧվ修事にとないɺ青少年育成センターを代ସ施設にͯӡӦ։࢝ʢ10か݄ؒʣɻ

˔青少年の体験活動にؔするௐࠪを࣮施ɻ青少年ظにおける多༷な体験人との出会いがҙཉ
ओ体ੑɺࣾ 会ੑに大きなӨڹを༩えるがɺएい年代΄Ͳۙな地域でͦのػ会が少な なͬͯ͘い
ることが໌Βかになるɻ

2018年
ʢฏ成�0ʣ

˔よ こ͏ͦΧフΣ事ۀの҆定ӡӦにけͯɺクϥυフΝンσΟンάを࣮施ɻඪをୡ成ɻ

˔法人ใのҰと͠ ͯɺ5XJUUFSʢ9ݱʣɺ'BDFCPPLを։設ɻ

2019年
ʢฏ成�1

�ྩ1ʣ

ொӺࡩを「生のҊ௨༁ϘϥンςΟΞߍにつながる高ࠃ֎̝」
લ場で࣮施ɻϥάϏー8ഋຊ大会ܾউઓに͘横浜でɺ๚
٬ޫ؍けのҊ௨༁と͠ ͯɺ֎ޠࠃをޠとする高ߍ生が
活動ʢ11݄ʣɻ

˔ίϩφՒのӨڹによりɺ2݄த०かΒ指定理施設ٴび͘͞ ΒϦ
Ϗンάのྟٴؗٳ࣌び৽نར༻डのதࢭの΄かɺ์ 課ޙΩッ
ズクϥϒ活動࣌のີをආけるͨΊɺ区分2のొࣇಐのみのड
けೖΕがܾ定ɻ

ಓࢤଜਫྛݯϘϥンςΟΞ活動ʢ2014ʣ

「よ こ͏ͦΧフΣ」

生のҊ௨༁Ϙϥンߍにつながる高ࠃ֎
ςΟΞʢ2019ʣ
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˙ୈ � ɿʢ2020年ʙ2024年ʣظ
ʕ青少年の体験ػձҬʹ͓͚Δަྲྀػձ͕ࣦΘΕͨίϩφՒɻ
「ͭͳ͕り」ΛςʔϚʹɺதؒࢧԉػのڧԽ

　コロナ禍により、価値観・ライフスタイルの多様化が益々進展し、人間関係の希薄化や地域活動の継続が困
難となり、連帯感が薄れつつあるある中、「対面」「体験」を大切にしてきた事業のあり方を見直す必要に迫ら
れました。オンラインでも十分効果が発揮できるよう事業展開を工夫し、「つながり」をテーマに、青少年を育む
地域がますます活性化するため、人材育成やコーディネートなど、中間支援機能の強化に取り組みました。

ɹྐྵ
ʢ年߸ʣ ͓ͳτϐοΫ

2020年
ʢྩ2ʣ

˔ίϩφՒʢٸۓ事ଶએݴ発ྩʣによりɺ青少年施設の
�࠲ߨۀの΄かɺ事ݶ੍༺のॖ�རؒ࣌։ؗؗٳ
研修のதࢭɻ

˔Φンϥインのख法を活༻ͨ͠交流ʢ居場所づ り͘ʣ研
修�࠲ߨ�会ٞの࣮施ɺ動ըの৴なͲ৽ͨなに
औりΉɻ

˔横浜市少年ஂޒ体と࿈͠ܞɺ「XJUIίϩφにおける体
験活動のҙٛをߟえる」࠲ஊ会を࣮施ɻ

「̝രসʂᖛͬدࢠ੮」がίϩφՒのӨڹによりॳのதࢭɻ

˔ୈܦظ�Ӧ方ʢ2022～ʣをࡦ定ɻίϩφՒによる「交流の分அ」「ཱݽ化」を౿まえɺςーϚを
「つながり」とするɻ

2021年
ʢྩ�ʣ

「̝ୈܦظ�Ӧ方」による事ۀスタートɻXJUIίϩφɺཱݽ༧をҙࣝͨ͠事ۀをల։ɻ

「̝ஂ体ӡӦの方ٴੑびڠ」のスタートの年と͠ ͯɺதؒ支援৫と͠ ͯのׂを強化ɻ

˔神奈川区دりఴいܕ生活支援事ۀをडୗɻ

ҕһ会でこΕまでのऔみがධՁ͞Εɺஂ্Ӧܦ˔ 体ܦӦの方ੑが「事ۀの理�ॏ点化
にऔりΉஂ体」かΒ「ҾきଓきܦӦの্にऔりΉஂ体」にมߋになるɻ

˔δϣンιンࣜג会ࣾかΒのॿ成によりɺίϩφՒによる課を౿まえ 「ͨࣾ会తཱݽとࣇಐٮ
ࢭプϩδΣクト」を市プレイパークと࿈࣮ͯ͠ܞ施ɻ

˔成人年ྸҾきԼ ʢ͛2022～ʣによりɺ青少年にかかるӨڹについͯɺษ強会の࣮施ϤίϋϚΞ
イズಛผ߸を発行ɻ

のΦンϥインでのएऀの居場所づ࣌ݴ事ଶએٸۓ り͘
ʢ͘͞ ΒϦϏンάʣ
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ɹྐྵ
ʢ年߸ʣ ͓ͳτϐοΫ

2022年
ʢྩ4ʣ

˔Φンϥインでの事࣮ۀ施方法がॆ࣮͠ԕ方かΒのࢀՃ
ऀが૿Ճɻ

˔த区دりఴいܕ生活支援事ۀをडୗɻ

˔ίϩφՒで活動をͯ͠ࢭٳいͨஂ体かΒ「活動ܧଓ」
をத৺に૬ஊが૿Ճɻ

202�年
ʢྩ5ʣ

˔こͲՈఉிが発ɻ「こͲجຊ法」が施行ʢ4݄ʣɻ

˔৽ܕίϩφײછの5ྨײછҎ߱によりɺର໘ࣜܗによる事ۀとΦンϥインࢀՃをซ༻࣮ͯ͠
施するなͲɺΞフターίϩφを見ਾえͨ事ۀల։ɻ

˔ユースワーΧーٞڠ会と࿈ܞ 「͠ユースワーΧーཆ成࠲ߨ」を࣮施ʢ9݄ʣɻ

ςーϚを発ల͞ظըのςーϚはɺલܭӦܦظதظ࣍˔ 「ͤ『つな͙』を߹ݴ༿にɺ青少年ととに」
とするɻ

2024年
ʢྩ6ʣ

˔ୈ4ظதܦظӦ方とɺ৽ͨなஂ体ӡӦの方ٴੑ
びڠ」がスタートɻ

੍࣌定ߍ௩高ށΧフΣ「よ͏こͦΧフΣ」にଓきɺߍ˔
での「৯事会」ٴびΧフΣ「とまり͗」ɺみなと૯߹高ߍ
での「みなとΧフΣ」を࣮施ɻ「みなとΧフΣ」は౦᷂ٸ
のॿ成により࣮施ɻ

˔δϣンιンࣜג会ࣾॿ成による「Ҡ動ܕ交流ΧフΣプϩ
δΣクト」を࣮施ɻ10代�20代のएऀがཱち্͛ͨஂ
体と࿈͠ܞɺൟ՚֗ɺதֶߍɺ௨৴੍高ߍなͲ「एऀ
がいる場」に出いͨ居場所づ り͘ɻ

˔ίϩφՒでதٴࢭびؼりで࣮施ͯ͠い 「ͨ野島クϦス
ϚスΩϟンプ」を॓ധ事ۀと͠ ։ʢ11݄ʣɻ࠶ͯ

横浜Ӻޱで行ͬ 「ͨҠ動ܕ交流ΧフΣ」プϩδΣクト
ʢ4݄ʣ

野島クϦスϚスΩϟンプにࢀՃͨ͠ࢠͲͨちʢ2024ʣ

Φンϥイン৴による研修の࣮施ʢ育成センターʣ
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川ຊ�क͞Μʢ川ຊࣜגۀ会ࣾ�代表औకࣾʣ
2008年4݄かΒ2011年�݄　横浜市青少年育成ڠ会理事

　設立20周年　誠におめでとうございます。
　横浜市青少年育成協会の理事長を務め、また現在当公益財団法人の評議員をさせて頂いている立場
で一言ご挨拶を申し上げます。
　色 と々有りました。指定管理の問題、放課後キッズクラブの件等々、良い思い出も辛い思い出も、この
法人として有りました。そして、それなりの実績も積み重ねてもきました。
　しかしながら、それに浸っている訳にはいきません。今迄の当法人の実績を知見として、当法人の掲げる
「すべての青少年が周囲の人々から見守られ、人のつながりのなかで成長していくことができる社会を醸
成するとともに、様々な体験を通じ青少年自らが学び育つ機会を提供することにより、未来を担う青少年
の成長に寄与する」を目的とし、絶えずその先を見据え、社会的ニーズ・青少年ニーズを的確に把握して、
青少年問題に先駆的に取り組んでいって頂きたいと思います。
　そして、諸事業の実施に当たり、計画段階では関係者間で色 と々意見をぶつけ合い、方向性が決まっ
た時には、その目的・目標達成に向け一枚岩で突き進み、結果を客観的に検証し、次に生かす組織体を
絶えず目指してもらいたいと思います。そんな法人をこれからも応援して参りたいと思います。
　今後、当法人の益々の発展を心よりご祈念申し上げ、お祝いのご挨拶とさせ頂きます。

野ฒ�文͞Μʢࣜג会ࣾ崎ཅݢ�代表औక会ʣ
2005年2݄かΒ2008年�݄　横浜市青少年育成ڠ会理事

　20周年、誠におめでとうございます。
　協会との出会いは昭和51年頃の水泳教室をJC（青年会議所）のメンバーとして
お手伝いしたことでした。私は子供達の受付を担当していたのですが、じゃれ合って
いるうちに子供達が私の肩や頭の上まで登ってきました。そんな様子を見てた某先輩
が後日、良い娘がいるから会ってみないかと見合い話をもってきました。まだ結婚す
るには早いと思っていましたのでお断りしましたが子供好きなヤツと見られたようです。
　それから10年程たってJCの理事長に就任すると同時に充て職としてボランティア協

会の理事として再びおつきあいすることとなりました。1年たち交代するはずだったのですが、当時の専務理事
から残ってくれと言われて、やがて副理事長、そして理事長に就任し、長く協会活動にかかわることとなりました。
　理事長時代の思い出は協会の名称がボランティア協会から青少年育成協会へ変更になった事です。
私はその変更に抵抗したのですが、福祉団体と誤解されるという事で押し切られてしまいました。
　20年程前、横浜商工会議所の某会頭が次の様な挨拶をしていました。「私は体調悪くして車いす生活
となってしまいましたが、駅などで親切に手をさし延べてくれるのは大人ではなく、みんな若い人です。最
近の若い連中はなってないとか言う人がいますが、そんな事はありません。大いに期待していいと思います。」
と言っていたのが印象的でした。私もそう思います。

「設ཱ1प年ه೦ࣜయ」
ʢ2006ʣ野ฒ理事挨拶
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大௬�͞Μ
2009年4݄1かΒ2011年�݄�1　横浜市青少年育成ڠ会　ઐ理事　　

2011年4݄1かΒ4݄�0　よこはまユース代表理事

　設立20周年おめでとうございます。
　携わったのは2 年間と短い期間でしたが、多くの出来事がありました。市の外郭団体であるため当時の
改革路線に晒されるなど、試練を味わった時期でした。
　その中で今も強く印象に残っているのは、3月11日の東日本大震災です。多くの施設を預かり運営して
いる立場でありながら、地震発生直後には呆然として直ぐには何をすべきか考えられなかった記憶があり
ます。
　次第に入る情報から掴めてきたのは、インフラが機能不全に陥るなか、多くの施設でよこはまユースの
職員が自分たちで知恵をしぼり判断し、子どもたちや来館者の保護に努めてくれていたことです。このよう
に混乱した状況の中、各施設で職員が臨機に行動をしてくれた結果、翌日の昼頃には全施設の安全や対
応を確認することができました。これは職員たちが日頃から仕事への心構えを持ち、それを実践できた結
果であり、この組織が信頼を得ている基だと確信した出来事でした。
　当時あの災害にあい今までにない体験をした若かりし職員たちが、今では管理職になっています。この
職員たちがこれからのよこはまユースの経営を担い、進化させてくれることを願ってやみません。

田�修͞Μࡾ
2011年5݄かΒ2016年� �݄よこはまユース代表理事

　よこはまユースに携わった当初、友人から横浜を本拠地とするサッカーチームのユース部門に関わって
いるのかと勘違いされたことがありました。よこはまユースの名称は、当時、ポップだなと思いました。
　2011年着任した年は、大地震と公の施設の指定管理者制度の影響で法人の運営に大きな課題が覆
い被さっていました。常務を始め職員とともに一つずつ課題の解決に取り組んだ記憶もつい最近のように
感じます。そのときに強く感じたのは、常務を始め職員の青少年に対する熱い思い、個々人の持つ類い希
なるスキルでした。
　こうした情熱とスキルを活かして事業の提案、実現を目指し法人の運営を確立していったように思います。
事業の枠組みを一から考えて、準備を進め、青少年の寄り添い事業を立ち上げたこともありました。法人
の事業拡大の貴重な一つだったと思います。
　今、少子化や若者の将来への不安など青少年を取り巻く環境は難しいものがあります。そんな中で、よ
こはまユースは、行政、他の公益セクター、民間セクターと連携して、青少年の元気を引き出す施策を展
開し続けてくれることを期待します。

四　校
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　この20年間、青少年を取り巻く社会環境は大きく変化し、多様な課題と可
能性の中で、私たちは地域や青少年団体、行政、学校、企業の皆さまととも
に青少年育成活動に取り組んできました。
　この章では、「青少年の居場所づくり」「体験活動」「青少年を育む人材
の育成と地域活動」、福祉的な要素を持つ施策として2010年代から取り組
みが始まった「学習支援と生活支援」の分野において、横浜市内で活動する
団体の皆さんとともに振り返りました。さらに、社会の変化とともに制度やあり
方が注目される「放課後キッズクラブ」、時代が変わってもその重要性は変わ
らない「青少年の社会参加活動」について、従事するスタッフや若者とともに
振り返っています。

「『若者がつくる若者の居場所づくり』移動型交流カフェプロジェクトのメンバー」（2024）

ᶘ��青少年育成の̎̌ 年をふりかえる
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にも新しい意味が与えられつつあります。

　法人の活動においても、これまで培った「居場所づくり」

や体験活動の実践ノウハウを活用しながら、青少年の “育成”

と“支援” が混ざり合う新しい事業展開を模索してきました。

　学校内へアウトリーチする「高校内居場所カフェ」、さま

ざまな背景をもつ青少年の生活及び学習を支援する寄り

添い型生活支援事業、そして、2016年に閉館した交流セ

ンターの役割を引き継ぎつつリニューアルした「青少年交

流・活動支援スペース（愛称：さくらリビング）」など、公

共の施設という場にとどまらず、地域や学校のなかでいろ

いろな形の「居場所づくり」に取り組み、ひとつひとつが、

そこで過ごす青少年とともに育ち、今日も、青少年の “声”

を聴いて変化しつづけていると感じます。

　青少年の「居場所づくり」にかぎらず、ひとつの場は、そ

こにいる人たちの声やふるまいによって変化します。

　それぞれの場で聞こえてくる “声” に耳を傾け、素直に

向き合うこと、そこで生まれる相互の交流を楽しむことが、

形は変わっても変わらないわたしたちが目指す「居場所づ

くり」ではないかと考えています。

डでスタッフとす青少年ʢ2016ʣ

　わたしがよこはまユースに入社した2012年は「横浜市青

少年育成協会」から「公益財団法人よこはまユース」へと

移行した翌年、法人事業も大きな変化のなかにありました。

　2013年に、「ふりーふらっと野毛山」の愛称で親しまれた

「横浜市青少年交流センター」の職員として配属されたわ

たしは、それまで、ぼんやりとしたイメージしか持っていなかっ

た青少年の「居場所づくり」にたずさわることになりました。

　2002年の開館から10年を経た施設は、地域の小学生

から20代の社会人まで広い年齢層の青少年や地域の大

人たちがともに過ごす、小さなコミュニティとして地域に根

付き、多くの青少年にとっての「居場所」になっていたと記

憶しています。

　同時に、2000年代半ばから「子どもの貧困」が日本社

会の課題としてクローズアップされた時期とも重なって、困

難な状況で育つ青少年にとっての、家庭や学校、身近な

地域以外にある「居場所」としての役割が強く求められた

状況でもありました。

　さまざまな青少年との出会いと新鮮な驚きに満ちた2年間

の経験は、わたしにとっての「居場所づくり」や青少年育成の

意味、法人職員としての役割を考える “原点” になっています。

　あれからの10年間で、「居場所づくり」は変化したので

しょうか。

　近年では「ユースワーク」「ユースワーカー」という言葉

の広がりとともに、かつての「青少年の健全育成」や「若

者自立支援」「困難を抱える子ども・若者の支援」といっ

た文脈がゆるやかに統合され、「居場所」・「居場所づくり」

「居場所」Ͱ͍Ζ͍ΖͳԻ͕͖͑͜Δ
青少年交流�活動支援スペース
施設　尾崎�万里奈

˙青少年の居場所づくりの20年
　よこはまユースは、社会全体で青少年を育てる環境づくりの一環として、「青少年の居場所づくり」を推進・
支援しています。時代とともに必要とされる居場所のかたちは変化しますが、変わらず青少年を見守り支える人々
がいます。ここでは、市内7か所に展開する青少年の地域活動拠点、外国につながる青少年の支援と校内居場
所カフェ、そしてよこはまユースが取り組んできた居場所づくりの歩みを振り返ります。

四　校
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　2011年 3月に中高生世代を中心とした青少年の居場所

として栄区青少年の地域活動拠点 フレンズ☆SAKAEが

開所した。ちょうどその頃、高校受験のための塾がいくつ

か拠点のそばにできたこともあって、当初は塾に行く前に寄っ

て勉強する中学生が多く、小学生も多かった。ある日、小

4と小 6の姉妹が来所した。ほぼ毎日来るようになり、何を

するでもなく、スタッフとおしゃべりしたり、姉妹で歌を歌っ

たりして過ごしていた。二人とも痩せていて、勉強は好きで

はなく、学校に行ったり行かなかったりのようだった。兄も

いるようだったが、こちらは不登校とのことだった。やがて

2 人とも中学生になり、段 と々家庭の事情もわかるようになっ

た。両親ともにアルコール依存があり、経済的にも厳しい

状況と知る。フレンズ☆SAKAEにはずっと来続けていて、

いつも同じように笑って、歌って、おしゃべりしていたけれど、

2 人にはどんな気持ちがあったのだろうか？

　来所する子どもたちの中には大人に反抗的な子、物を失

くす等、何かと手がかかる子、攻撃的な言動が出てしまう

子もいる。目に余って注意すると、「こんなとこ二度と来な

い！」と捨て台詞のように言って帰る子も時々いたけれど、

二度と来ないとわざわざ宣言する子は必ず次回がある。小

学生から暮らすように利用している子の中には、中学生になっ

ても高校生になっても社会人になっても来続けている利用

者もいる。部活や受験でしばらく遠ざかっていて、何かのきっ

かけでまた利用が復活する利用者もいる。長い間、来所す

ることもなかったのに急に訪ねてくることもある。小・中・高

と進学しても社会人になっても、行ける場所がある、行く場

所があると思えることが大事なのかもしれない。

　フレンズ☆SAKAEで暮らすようにしている子どもたちは、

年齢や所属を気にせず、来所した子を受け入れる。トラン

プ、百人一首、カードゲーム等、年長者が声をかけ、誘い、

利用者みんなで遊ぶ。家庭環境や不登校、生活困窮のこ

となども普通に話す。聞いた子たちも、フラットに受け止め

ているように見える。他人には見えない事情がそれぞれにあっ

て、自分だけが大変なわけではないことを知っていく。

　コロナ禍を経て、一度は極端に減ってしまっていた小学

生の利用が増えてきた。以前の小学生は上級生がいると

静かになった。ましてや制服を着た中学生がいたら、遠慮

がちに過ごしていたものだった。最近の小学生は6 年生が

いても中学生がいてもビビらない。同世代だけで過ごして

いる時と同じように遊んでいる。中学校に行っても、先生と

生徒の会話が非常にフレンドリーだ。保護者と先生も良く

言えば気さくな感じがする。封建制が良いとは全く思わな

いけれど、何か忘れ去られていないか？と不安にもなる。

大人ともフレンドリーなこの子たちはどんな大人になるのだ

ろうか？

　子どもたちを観ていて思う。自分のこれまでを知っている

大人に時々会うことで自分を振り返っている。辛い時、これ

までを知っていて、頑張ったね、辛いね、と言ってもらいた

い。いいことがあった時に、良かったね、おめでとう！と言っ

てもらいたい。今までのことを全部話すのは面倒だけれど、

生きてきた軌跡をわかった上で、感情を分かち合うことを

望んでいる。誰か大人に。そんな場所がすべての青少年の

身近にあったらと願う。

Ҭʹ͓͚Δ青少年の居場所
栄区青少年の地域活動拠点　フレンズ☆SAKAE

岩堀�まゆみ

メイク࠲ߨの༷ࢠ
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　当団体（略称ME-net）は外国につながりのある子ども

や若者への支援を中心とした活動をしてきました。活動の

原点は30年前に行った「日本語を母語としない人たちにた

めの高校進学ガイダンス」にあります。当時、大和に難民

定住センターがあり、インドシナ難民の若者が「日本の高

校で学びたいが、どうすれば高校に進学できるか」という

問いかけに応じて実施したのがガイダンスでした。ガイダ

ンスをきっかけに、日本語教室等で関わる支援者、言語サ

ポーター、教育関係者等が集まり、ガイダンス実行委員会

ができ、毎年ガイダンスを実施続ける中で、現在のME-

netになりました。

　この20年を振り返ると、外国につながりのある子どもは

2 倍以上に増えていて、増加は著しいものがあります。そ

の中で、私たちの活動は、高校進学ガイダンスに加えて高

校入学後の支援や高校卒業後の進路選択（キャリア形成

支援）へと拡大してきました。その一つがよこはまユースと

一緒にスタートに関わった、横浜総合高校の「ようこそカ

フェ」です。2015年に奇しくも高校内での居場所として校

内カフェの実施を提案したのが、当団体とよこはまユースで

した。当時ME-netは、県の事業である「かながわボランタ

リー活動推進基金21」の助成金を受けていたので、それ

を活用して「ようこそカフェ」を共同でスタートしようという

ことになりました。

　私自身、高校内での居場所として「ようこそカフェ」で学

んだことがたくさんあります。

　その中でひとつ上げるとすれば、高校生が多くの不安を

抱えながら学校生活を送っている中で、こうした居場所が

安心でき、様 な々不安を素直に話してくれる場になることで

した。

　もう一つ紹介したいのは、ME-netの若者交流事業とし

て毎年行っている「オルタボイスキャンプ」です。よこはま

ユースが運営する野島青少年研修センターを借りて1 泊

2日で実施しています。このキャンプは参加した外国につ

ながりのある高校生にとって人生を変えるほど大きな場となっ

ています。日本にやってきていきなり入った学校で、日本語

もわからず孤立しがちな若者たちが、同じ境遇の者同士、

心を開いて思いのたけを語り合う貴重な場になっているか

らです。この場を経験した若者の多くが先輩リーダーとなっ

て、毎年のように参加することからもこの場の大切さがわか

ると思います。

　次の時代を創っていく若者たちが、色々な人間との交流

を通して、自分を発見し、自分らしく生きていくために、若

者への支援とともに、次世代の人財育成を共に続けていけ

ればと思っています。

居場所ͱग़ձ͍「ࣗのੜ͖ํൃݟ」
認定NPO法人　多文化共生教育ネットワークかながわ

事ہ　高橋�清樹
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˙体験活動の20年
　青少年期における豊かな体験は、自ら学び考える力など「生きる力」の基盤となることが調査で明らかになっ
ています。私たちはこれまで、地域で青少年が多様な体験を積む機会を提供するとともに、体験活動の重要性
やその成果を発信してきました。ここでは、体験を通じた青少年育成に取り組むプレイパーク、神奈川県立青少
年センター、そして野島青少年研修センターの活動を振り返ります。

　野島青少年研修センターでは、「リアルな体験」を大切

にしています。この20年で大きく変化したと感じることとして

「情報化の進展」があります。私が社会人となった2000

年頃からパソコンが普及し始め、今やスマートフォンなど

情報通信機器は一人 1 台の時代になりました。これら機器

の普及により生活の利便性の向上やコミュニケーションの

多様化など生活スタイルも大きく変化しています。知りたい

情報に直接アクセスできるなど効率性や利便性が向上す

る一方で、これまでのように手間暇をかけて得る達成感や

過程の楽しみなどが失われつつあるように感じます。だから

こそ、時代に逆行していますが「リアルな体験」が重要だと

思うのです。

　研修センターの目の前には、横浜で唯一残された自然

の海浜があり干潟となっています。その干潟ではカニを手

づかみしたり、魚をすくったり、ゴカイの卵を触ったり、イン

ターネットの情報では得られない五感を使った活動を経験

することができます。最近の子どもたちは、インターネット

等で事前情報を得ているので、生き物に関してとても詳し

いのですが体験が伴っていないため、実際に採取して触っ

てみたり観察してみたりしながら自分の知識と現実が結び

付いた時、子どもたちはとても驚き、喜び、誇らしげに振る

舞う姿を見せてくれます。そんな姿を見るのが私たち職員

の何よりの楽しみです。体験的な学びは、一方的に知識を

与えられるものではなく、自ら考え試行錯誤を繰り返しなが

ら自分なりの答えにたどり着くことに意味があり楽しみや喜

びがあると感じます。そして、そこで得た考えや感情を仲間

と共有していくことで豊かな心を育んでいくことに繋がると

考えます。

　最近は生成AIといったデジタル技術の革新がますます

進化し、子どもたちに多様な知識を与えてくれる状況が生

まれています。だからこそ研修センターでは、デジタル技術

では経験できない実体験や実践の機会を提供し続け、こ

れからも体験活動を通して子どもたちの豊かな心を育んで

いきたいと思います。

「時代は変われど、体験活動の大切さは変わらない」。

体験活動のεεϝʙౡ青少年ݚमηϯλʔͰの体験活動Λ;り͔͑Δʙ
横浜市野島青少年研修センター
センター　富岡�克之

野島ւ؛での؍ׁׯ
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　今から二十数年前、よこはまユースがまだボランティア協
会だったころ、横浜にプレイパークを創りたいメンバーと、
ボランティア協会と市民局が協議し「遊びのボランティア育
成研修」を4 年間協働で実施してきました。この研修をきっ
かけに、私達は「横浜にプレイパークを創ろうネットワーク
（YPC）」を発足させ、その頃からのご縁でお世話になりな
がら現在に至っております。同じ青少年のこどもたちの育成
を考えている仲間として本当に心強く思っております。
　30年前、横浜には児童館など子どもが遊べる場が無いこ
とにショックを受け、「無いなら作ろう」と仲間と生涯学習を
利用してプレイパークづくりをスタート。1993年ごろから、私
たち以外にも、子どもの遊びに危機感を感じた親たちがそれ
ぞれの地域で遊び場を展開していました。その仲間とつながっ
たのが2002年。横浜市中期政策プランに「子どもの遊びの
支援」と「プレイリーダー」が盛り込まれたのを機に、毎月情
報交換会がはじまりました。「遊びのボランティア育成研修」
を企画運営することで、つながりが深まり「横浜にプレイパー
クを創ろうネットワーク」をNPO法人化。2006年度「かが
やけ横浜こども青少年プラン」の重点事業となり、横浜市か
らプレイリーダー雇用費が補助されるようになりました。
　「子どもたちが自然の中で、地域の中で、のびのび遊べ
る自由な遊び場」「子どもたちのやってみたい、を大切にし
た場」を作りたい。そこにはプレイリーダーという専門職を
仕事として常駐させたい。誰でも遊びに来られる場にする
ために、市内の公園で、参加費のいらない遊び場が必要で
した。そのためには横浜市から資金をだしてもらいたい、と
子育て中の母たちが奔走した日々。補助が決まったときは
「夢がかなった～」と本当にうれしかったことを覚えています。
　喜んでいたのもつかの間。今まで主婦だった私たちが法
人運営をしていかなくてはなりません。様々な機関へ相談
に行ったり、仲間と知恵を寄せ合い、手探りで進んできま
した。多くの人たちの理解と協力があったこと、そして何よ
り子どもたちの自由に遊ぶ姿が私たちの原動力になってい
ます。また、それを仲間と共有したり、新たな人たちと出会

い、繋がり、喜びを感じています。
　YPCネットワークも発足から20年。子どもを取り囲む環
境も変化してきました。当初 7 団体から現在では22団体と
プレイパークが広がってきました。
　毎回親子で賑わっていたプレイパークも就労社会に変
化するとともに平日の参加者は激減。小学生も平日休日習
い事やイベントで、自由に遊ぶ時間が少なくなってきたよう
に思います。また、当初の運営メンバーの高齢化も始まり
世代交代の時期でもあります。長年プレイパークを開催し
ていると、子どもと一緒にプレイパークを訪れた親たちが地
域に関心を持ちはじめ、運営に関わってくれることもありま
す。子どもを見守る大人が増えれば増えるほど、子どもは
安心して育っていくと思っています。
　「子どもに遊びは大切」と実感している私たちがプレイパー
クを開催し続け、子どもに寛容な地域を創っていくことがプ
レイパーク活動です。国も「子どもまんなか社会」に向けて
様 な々取り組みが始まっていますが、私たちも今まで通り、
日常的な遊びの場でこどもの「やりたいこと」ができる場を
地域で作り続け、広げていくことが大切と考えています。更
にはプレイパークでのこどもの様子を積極的に社会に発信
していく時期に来ているのではないかと感じています。
　課題はいろいろありますが「子ども時代は楽しかった」
の思える人たちがたくさんいる社会になることを願って、子
ども関連の活動している団体と繋がりながら活動していき
たいと思っております。
　今後ともよろしくお願いいたします。

「༡ͼͰҭͭɹਓɾ·ͪɾະདྷ」ʙϓϨΠύʔΫ͕ԣʹͰ͖Δ·Ͱʙ
YPCネットワーク
瀬嵐�理恵

プレイパークにͯ

四　校

20

青少年育成20年をふりかえるʮମ׆ݧಈʯの20年



　『背中を丸め、挨拶もそこそこに玄関を入り、「会社が
行けというから、来る気はなかったが連れてこられた」「い
まさら集団生活なんて」という表情の面々…』。
　かつて県立青年の家に勤めていたころ、利用団体の入
所式でよく見られた光景です。「自分が希望した研修では
ないから、面白くない」、こういった気持ちが入所式での表
情に現れるのでしょう。ところが、ここから始まる1 泊 2日
や2 泊 3日の協働生活で、レクゲーム、野外炊事、オリエ
ンテーリング・ウオークラリーあるいは登山、キャンドルファ
イヤーといった様々な体験活動を重ねるうちに、いつの間
にか「自分の殻」を破り、前向きな気持ちになっていく。そ
して、退所式では入所時とはまるで違う、いきいきとした表
情で並んでいる。当時、こういう場面に何度となく遭遇しま
した。そのたびに、体験活動の持つチカラがいかに大きい
かを感じたものです。また、利用者の表情（意識）が変化
していくもう1つの理由として、そこに関わる施設職員の存
在も大きいと感じました。施設利用のオリエンテーションを
する、プログラムの説明をする、さらには、一緒に食事や食
器洗いをし、清掃も利用団体と一緒に行う※、そのような
1つひとつの積み重ねにより利用者に安心感が生まれ、信
頼関係を築く（築こうとする）ことで、「単なる体験活動」
から「体験活動を通して、これからの自分自身を考えるきっ

かけ」に繋がっていくのでしょう。
　今は宿泊設備や野外活動のフィールドを持たない施設
で指導者養成事業を担当しています。時代や施設は変わ
りましたが、「体験からの気づき」や「事業に参加される皆
さんとの信頼関係づくり」といった姿勢は今の所属にも受
け継がれています。
　コロナ禍を経ていつもの日常が戻りましたが、それ以前
の日常とは違い、「人との関係がうまく築けず、集団形成
に苦慮している」といった声が様 な々現場から聞こえてきま
す。対面での活動が大きく制限された期間は、「体験活動」
や「みんなで協力してひとつのことを成し遂げる」といった
ことの必要性に改めて気づいた期間でもありました。子ども・
若者自身が様々な体験活動にチャレンジできる環境を整え
ていくこと、また、そのような子ども・若者を支援・指導する
みなさんのお役に立つ事業運営や情報発信が我々の使命
と捉え、これからも積極的に取り組んでいきます。

※当時「青年の家神奈川方式」と言われ、全国的にも注目された
運営スタイル。

Λେʹ͢Δ体験活動のਪਐ「づ͖ؾ」
神奈川県青少年センター　指導育成課

課　栗田�強太郎

「Րىこ͠ の༷ࢠ」イχγΞςΟϒήーϜ「Ωーパンν」
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　「子どもの幸せを実現する会」は、平成20年に発足し

16年目を迎えます。滝頭地区連合、岡村地区連合、磯子

地区連合からなる岡村中学校区の子どもたちを、自治会・

町内会・青少年指導員、民生児童委員協議会、PTAなど

地域の大人と学校が連携し、見守っています。

　よこはまユースには、横浜市こども青少年局の地域活動

拠点のモデル事業終了後の平成24年度～31年度まで予

算と人的支援でお世話になりました。その後も当会の全体

会（総会）に参加して頂いたり、講演会の講師をご紹介頂

いたり、その講演会のポスターも考えて頂きました。落語会

のお誘いや、時折交流室にもお出掛け頂いています。コロ

ナ前での茶道教室では、子どもたちに「あのお姉さん来な

いの？」と言う声もありました。

　地域活動を長く続けるにあたり、一番の課題となるのは

活動資金です。当会では民間の助成金を受けたあと、学

校の紹介で三連合町内会の助成金を頂き運営しています。

その中で賄えない活動は、別に活動を分け名称を変えて区

の社会福祉協議会の助成金を頂くなど、さまざまな工夫を

しながら16年続けてこられました。

　会の活動は11班に分かれ、朝のあいさつ運動に始まり、

校内清掃、授業参観、勉強会、パトロール、広報誌（えり

まねニュース）の発行などですが、基本は子どもたちの見

守りです。子どもたちが安心・安全に生活を送れるように、

大人たちが協力して「できる人が、できるときに、できるこ

とを」をモットーにコツコツと活動を進めてきました。登下

校に、子どもたちに声掛けをする。そんな小さな地味な事

でも続けることは大事なことだと思います。

　現在、お昼休みには、私たちの活動場所である第一地

域交流室に子どもたちが来ます。セラピー犬がいることもあ

りますが、いろいろなことを話しています。3 年間はあっと

いう間で、子どもの成長に驚かされますが、子どもたちは

素直で可愛く、自分が子育てしていた頃とは違った感覚が

あります。心から心身ともに成長を願うばかりです。卒業生

が訪ねてきてくれることも嬉しいことです。

　活動に関わってきた中で感じるのは、各公的機関、各団

体、地域、学校、保護者の皆様、大人たちが仲良くしてい

れば子どもたちも素晴らしい環境の中で育っていくのでは

ないかということです。

ҬのࢠͲͨͪのͤΛͯͬئ
する会ݱを࣮ͤͲのࢠ

事ہ　୩�恵ඒࢠ

˙青少年ΛҭΉਓࡐのҭɺҬ活動の20年
　時代の変化に伴い、地域における青少年活動も多様化しています。よこはまユースでは、青少年を支える人
や団体、さらに「これから青少年の力になりたい」と考える人 を々応援し、地域の資源が連携して青少年を育て
る体制づくりを支援しています。ここでは、ボランティア主体で地域の子どもたちの育成と課題解決に取り組む「子
どもの幸せを実現する会」、団体活動の拠点として、講座・研修を通じて人材育成に取り組む青少年育成センター
の実践を振り返ります。

ே͋い͞つӡ動
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　横浜市青少年育成センター（以下、育成センター）は、

青少年を支える人や団体、そして青少年の力になりたいと

いう方たちを応援する青少年指導者・育成者の拠点施設

として、昭和61（1986）年の設置から前身のボランティア

協会によって青少年活動の推進と青少年活動の指導者・

育成者の活動支援が行われてきました。当時の育成センター

は協会の本部や少年団体の事務室、団体交流室があり、

地域や団体で活動する青少年指導者・育成者の方 と々混

然となって事業に取り組む機会が多く、それこそ青少年に

関わる様々な人々が顔をつき合わせて集う居場所的な雰

囲気があったと聞いています。現在も続いている法人事業

の中には、こうした場から誕生したものもあり、青少年への

思いを同じくする方々の手によって連綿と受け継がれてい

ます。

　平成17（2005）年に法人の起点となる横浜市青少年

育成協会設立によって『すべての青少年が周囲の人々か

ら見守られ、人とのつながりの中で成長できる地域づくり』

を掲げた現在の法人組織・運営が確立されました。その後、

育成センターは指定管理者制度導入や協会本部の移転が

あり、“育成活動の拠点” として施設活用は新たな局面を

迎えました。このような状況においても、これまで築いてき

た地域や団体とのつながりを大切にしながら地域活動のニー

ズ把握につとめ、施設・事業運営の基礎となる思いは変え

ないように努めてきました。また、地域の青少年活動が停

滞したコロナ禍には、活動維持の相談やオンライン機器導

入など柔軟な対応で寄り添ってきました。

　現在は、指導者・育成者の拠点として従来の場の提供

による活動支援に加え、人材育成を目的に、青少年課題を

テーマとした基礎研修、専門研修、スキルアップ研修など

多様な研修を実施しているほか、次世代人材育成に関す

る事業、青少年に関わる人たちのネットワークづくり支援な

ど、青少年を見守り育てる人・地域のすそ野をひろげる幅

広い取り組みを行なっています。

　法人設立から20年、社会環境や生活様式の変化に伴い、

青少年を取り巻く状況も大きく変わっています。青少年課

題も多様化し難しい対応が求められる時だからこそ、育成

センターはこれからも青少年と関わる皆さんと一緒に青少

年の課題に向き合い、青少年が健やかに成長できる社会

へのお手伝いができるよう運営していきたいと思います。

Ҭஂ体ͱ݁ͼ͍ͭͨҭ活動のڌͱͯ͠
横浜市青少年育成センター

センター　∁橋�༐Ұ

地域でࢠͲ�青少年にؔわる方がҰಉに会するl大交流会zɻ
ここかΒ৽͠いつながりɺ活動生まΕͯいます
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ʲΩοζΫϥϒのӡӦʳ
2004年 横浜市「放課後キッズクラブ事業」スタート
2004年 9/1 開設：太田・港南台第三・笹野台・能見台・長津田・折本・秋葉・南瀬谷
2005年 9/1 開設：寺尾・宮谷・本町・岡村・日吉南・桜井
2006年 9/1 開設：名瀬
2007年 9/1 開設：浦島
2008年 9/1 開設：瀬ケ崎
2014年 小学校施設を活用した放課後キッズクラブの全校展開
2015年 放課後子ども総合プラン／子ども・子育て支援新制度施行

3/1 開設：南・永田・上矢部・飯島・瀬谷さくら
4/1 開設：十日市場

2016年 3/1 開設：上寺尾・和泉
2019年 3/1 開設：城郷
2019年 すべての市立小学校に放課後キッズクラブを設置
2020年 新型コロナウィルス感染症に伴う限定受け入れ
2021年 新利用区分の創設

区分 1 ：わくわく…「遊びの場」として放課後から16時まで実施
区分 2A ：すくすく（ゆうやけ）…「遊びの場」及び「生活の場」として放課後から17時まで実施
区分 2B ：すくすく（ほしぞら）…「遊びの場」及び「生活の場」として放課後から19時まで実施
※区分 2A・2Bは保護者が就労等により放課後の時間帯において、こどもを保護・養育することが難しい世帯の児童

（留守家庭児童）のみ利用可

2022年 学校休業日（土曜日を除く）の開所時間の前倒し

˙৬һ࠲ஊձ「lࢠͲͨͪの์՝ޙz ͱ20͖ͨͯͬ߹͖年」

　放課後キッズクラブは通いなれている小学校の施設を活用し、学校や保護者、地域の皆さまにご協力いただ
きながら、すべてのこどもたちにとって安全で快適な「放課後の居場所」を提供しています。よこはまユースでは
2004年、横浜市の放課後キッズクラブ事業開始と同時に運営をスタートし、現在は横浜市内16区26校の放
課後キッズクラブを運営しています。この座談会では、これまで多くのこどもたちの放課後を支えてきたキッズク
ラブの主任と20年を振り返りました。

ʲࢀՃऀʳ
伊藤 宏子　（秋葉小学校放課後キッズクラブ 主任）

福冨 由紀子（日吉南小学校放課後キッズクラブ 主任）

田辺 美代子（岡村小学校放課後キッズクラブ 主任）

大津留 宏美（南瀬谷小学校放課後キッズクラブ 主任）

滝澤 晴美　（飯島小学校放課後キッズクラブ 主任）

野田 由美　（進行／キッズ運営課長）
※記載内容は2024年10月時点のものです。
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˖ΩοζΫϥϒʹܞΘΔ͜ͱʹͳ͖͔͚ͬͨͬ

ʲҏ　౻ 2r004年に回覧板では
まっ子スタッフの募集
を偶然見つけて、こど
もが好きなのでやって
みたいなと思いスタッフ
になりました。スタッフ
になって半年後に放課
後キッズに転換し、さ
らにその半年後に副主任になり南瀬谷小キッズ
と桜井小キッズで勤務して、秋葉小キッズに主
任として戻ってきました。

ʲ大ཹ 私rも2004年に回覧板で募集を見てはまっ子ス
タッフとして働きはじめました。4月からスタッフ
をはじめて翌々年に南瀬谷小キッズの主任から
声を掛けられて副主任になり、1 年後に主任と
して港南台第三小キッズに異動、その2 年後か
らこれまで南瀬谷小キッズで勤務しています。

ʲ田　ล 2r001年に自分のこども
が通っていた岡村小学
校ではまっ子が立ち上
がりました。はまっ子立
ち上げ時に実行委員会
で一緒だった校長先生
に声を掛けられてスタッ
フになり、前任の主任から引き継いで今に至っ
ています。

ʲ　 日r吉南小はまっ子で7 年間非常勤職員・主任
として勤務し、2005年に港北区の小学校のキッ
ズが開所になるタイミングで日吉南小キッズの
主任になりました。日吉南小学校は当時、港北
区で児童の人数が比較的少なく、空き教室も
たくさんあったことが港北区で最初にキッズクラ
ブになった決め手でした。

ʲୌ　ᖒ 免r許や資格を持っていなかったことが気がかり

ҏ౻ओ

田ลओ

だったのですが、こどもと関わる仕事がしたい
と思い背中を押されてはまっ子のスタッフにな
りました。当時は最長 6 年しか勤務できなかっ
たためスタッフとして6 年経験し、一度退職し
て障害者支援施設で勤務していましたが、再
び声を掛けられて主任になりました。

˖·͔ͬࢠΒΩοζ

ʲ野　田 2r004年に横浜市が、地域住民中心に運営さ
れていた「はまっ子ふれあいスクール」から放
課後キッズクラブ事業を開始しました。よこはま
ユースの前身の横浜市青少年育成協会も
2004年に8カ所開設し、翌年は6カ所と増や
していきました。

ʲҏ　౻ 当r初、キッズを運営していたのは横浜市青少年
育成協会と社会福祉法人はとの会の2 法人だ
けでした。

ʲ野　田 運r営と併せて、中間支援として2015年から
2019年まで都筑区のキッズ転換支援も受託し
ていました。毎日のおやつの写真を撮って送っ
てもらったり、主任のみなさんにはいろいろと協
力いただきました。

ʲ田　ล はrまっ子スタッフを対象に、研修の講師もやり
ましたよ。

ʲ野　田 今rでは地域立ち上げ型NPOや民間企業など
100以上の法人がキッズを運営しています。

ʲҏ　౻ そrう思うと、私たちはキッズの先駆けを作ってき
たんですね。

ʲ　 2r005年に日吉南小キッズが開所した際には保
護者や学校の先生からまだ認知されておらず「ど
うしてキッズが一教室取ってるの？」と言われる
こともありましたが、年月を経て小学校との関
係性がだんだん築けてキッズが確立されてきた
ように思います。

ʲ大ཹ 「rキッズって何？学童？」とよく聞かれて、「キッ

【文中での表記について】
・「キッズ」は「放課後キッズクラブ」の略です。　・「はまっこ」は「はまっこふれあいスクール」の略です。
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ズと学童は違うんですよ」と説明していました
が、今はキッズが認知されていますよね。

˖ のΩοζΫϥϒのׂࡏݱ

ʲ野　田 2r015年に放課後児童健全育成事業が開始し
てからは条例で放課後児童支援員の資格がで
きたり、こどもの人数に応じた職員の配置や、
部屋の面積からこどもの定員を算出することも
求められるようになりました。

ʲҏ　౻ 横r浜市のキッズは「放課後子ども教室事業」と
「放課後児童健全育成事業」の両方を担って
いて、すべてのこどもたちの「遊びの場」に加え
て「生活の場」としても受け入れているので大
変です。

ʲ　 両r方の良いとこ取りをするのはこどもの人数が
少なくてスペースがあれば叶うのですが、高学
年の授業が終わるまでは1つの部屋で多くの
児童が過ごしているのでトラブルも起きます。
見えないところで片付けをしないとか、ものが
壊れるとか、周りの人にぶつかっても何にも言
わないとか…。スタッフの人数からしても、目は
比較的行き届いており、気が付けばもちろん注
意もしますが、キッズの中でもルールは守って
ほしいなと思っています。

ʲ野　田 放r課後子ども教室推
進事業は定員が定めら
れていませんでしたが、
放課後児童健全育成
事業は定員が定められ
るようになり、「遊びの
場」として利用するこど
もたちも含めて16時まで1つの部屋で過ごして
いるというのは課題ですよね。

ʲ　 開r設した2005年当時は留守家庭児童が2,3
人でした。現在、「遊びの場」として利用してい
る児童は1日に10人程度、留守家庭児童の方
が90人程度で圧倒的に多いです。

ʲ野　田 保r護者の就労証明書の提出が求められるよう
になり、留守家庭児童がこんなにいたんだ、と
いうことも分かりましたよね。

野田課

ʲҏ　౻ 「r遊びの場」として利用していたこどもの登録
がコロナの3 年間を経てめっきり少なくなくな
りました。現在は留守家庭児童の利用がほと
んどで、普通にキッズに遊びに来るこどもは減っ
ています。

ʲ田　ล 学r年が上がるにつれて保護者の送迎なしで帰
宅できる時間帯までの利用が増えるので、17
時以降の利用も減っています。おやつも16時
に提供するので大変です。

ʲୌ　ᖒ 運r営マニュアルもどんどん分厚くなっています
よね。

˖͜Ͳʹͱͬͯอऀޢʹͱͬͯ҆৺҆શ
ͳ場所

ʲ大ཹ キrッズ立ち上げ当時は、青少年育成としてこど
もの成長を見守ることが目的でしたが、今はだ
んだん子育て支援で保護者の立場に立った運
営に変わってきていますよね。特に夏休みなど
の長期休みは8 時から19時までキッズで過ご
して、家に帰って寝るだけになってしまうと保
護者と顔合わせる時間は数時間だと思います。

ʲ　 こrどもたちは保護者に気を遣っているような、
学校では気を張っているような、キッズが気を
抜ける場所になっているように感じます。それ
が家庭への支援、ひいてはこどもたちへの支援
につながっているのかもしれないですね。

ʲҏ　౻ 保r護者のニーズには合っていると思います。こ
どもたちも自由に過ごせるし、保護者としても大
人の目がある中で見てもらえるので安心。昔は
女の子を家に1 人で留守番させるのが心配と
いう声の方が多かったですが、最近は1 人で
家にいると何をするか分からないから心配とい
う理由で、男の子の利用の方が多いです。

ʲ田　ล 外r国につながる児童も増えて、こどもを介して
保護者に連絡事項を伝えてもらうこともあります。
保護者も大変ですが、こどもも保護者に協力し
ないといけなくなっているのは時代の流れだな
と感じています。

ʲ大ཹ 体r調が悪くなって熱を測ろうとすると、「お母さ
んに電話しても迎えに来られないから測らない
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で」というこどももいました。測らないとだめだよ
と言って測りますが、保護者に気を遣っていま
すよね。

ʲୌ　ᖒ 私rも少し前までは、キッズではいい子にしてい
るこどもが多かったように思うのですが、今はス
タッフが注意しても聞いてくれないこどもが増え
ています。保護者に家での様子を聞くとキッズ
と同じような状況なので、キッズでも家でも変わ
らないんです。

ʲ野　田 地r域によって違うところもあるのかもしれないで
すね。こどもの本質は以前と変わらないものの、
保護者の働き方などの変化に伴ってキッズで
過ごすこどもたちの様子が変わっているんでしょ
うね。

˖ ύϯσϛοΫΛりӽ͑ͯࡂ

ʲ野　田 コrロナ禍で小学校では臨時休業や分散登校も
ありましたが、キッズは休まず開所しましたね。

ʲ大ཹ 自r分もスタッフも感染したら閉所になってしまう
というプレッシャーはありました。手がボロボロ
になるくらい消毒したり、マスクも2 重にしたり。

ʲ野　田 2r011年の東日本大震災も金曜日に起こって、
保護者の方が迎えに来られずキッズでお泊りし
たこどももいました。今は学校の安全計画の中
にキッズも入っていて対応が整理されましたが、
当時は取り決めがなかったので大変でしたね。

ʲ大ཹ 朝r 6 時に警報が出たらキッズは準備が整い次
第開所したり、休校になったらキッズは開所し
たり、学校とすり合わせがされてきていますよね。

ʲ　 YrOKOHAMA EYE’Sの2011年号に「放課後
キッズクラブでの被災児対応」について載せて
いるので、みなさん読んでみてください*。

　　　　＊よこはまユースHP ＜情報発信 ＜
YOKOHAMA EYE’S 2011（2012年3月発行）

˖͜Ͳͨͪのসإʹͭͳ͕Δࣄ

ʲ野　田 日r々、大変なこともたくさんあると思いますが、
どんなときにやりがいを感じますか？

ʲ大ཹ プrログラムで作った作品をこどもが家に持って

帰って、保護者から「こどもが楽しみに参加し
ています」とか、「家で飾っています」と話して
くれるのは嬉しいです。先日もハロウィンの仮装
をして校内を練り歩いたら、先生方から「キッ
ズは色々なことやってくださるんですね」と言っ
てもらえて、来年はさらにグレードアップしよう
かなという気持ちになりました。お迎えに来た
保護者にも「すごいじゃん」とこどもが声を掛け
てもらっているのを見ると、よかったなと思えま
すね。いろいろなことがありますが、携わってい
るスタッフも私もこどもが好きでこどもの笑顔を
見たいがために20年近く仕事を続けられてい
ます。

ʲୌ　ᖒ 私rも仕事行くの嫌だなって思った日は1日もな
いです。でも、みなさんそうだから続いてますよ
ね、いい仕事だなと思います。

ʲ　 まrわりの若い保護者世
代に声を掛けても、「子
育てが終わったばかり
だからこどもとは少し
距離のある仕事がい
い」と返されることもあ
ります。それだけこども
の対応は大変ですし、対応についても研修を
受けてアップデートしていく必要もありますが、
いろいろな人を相手にする仕事なので面白いな
と思います。

ʲ大ཹ こrどもたちはスポンジが水を吸うように、日々た
くさんのことを吸収していますよね。そうした時
期に自分たちが携わるということは他の仕事で
は経験できないし、こどもたちが道ですれ違っ
た時に声を掛けてくれたり、卒業して会いに来
てくれたりするのも嬉しいです。

ʲҏ　౻ 卒r業生が大学生になってアルバイトとして戻っ
てきてくれるのは嬉しいですね。秋葉小キッズ
ではアルバイトを卒業する学生に「友達や後輩
を紹介してね！」とお願いしているので、ずっと
OB・OGが関わってくれています。

ʲ田　ล 「rキッズクラブで働いてみない？」と声を掛ける
と、「働いてみたい」と言ってくれる学生が多
いです。小さなことでも積み重なると大きな財

ओ
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産になるので、地域にいる以上はこどもたちを
大事にしていかなくちゃいけないと思っていま
す。

ʲ　 大r学生になって戻ってくるということはキッズに
いい思い出があったからってことですよね。

ʲҏ　౻ 長r年勤務しているスタッフもいるので、「帰って
きた」っていう安心感があるんでしょうね。

ʲ野　田 そrれはみなさんが10年、20年と長く続けている
からこそですね。

˖ ଟੈͱؔΘΔ場

ʲ大ཹ 一r方で、そろそろ世代
交代を考えなくてはい
けないかなとも思いま
す。副主任が育って主
任になりたいという流
れができるいいなと思
います。若い世代にど
んどんアピールして主
任・副主任になってもらえたら嬉しいです。

ʲ野　田 主r任・副主任やスタッフがすごく楽しそうに働
いてる姿をこどもたちが見て、自分もそうした仕
事に就きたいと思ってもらえるといいなと思いま
す。

ʲ大ཹ キrッズは1つの社会なので、おばあちゃんやお
じいちゃん、お姉さんお兄さんなど幅広い年代
のスタッフがいるのが理想ですよね。

ʲҏ　౻ 秋r葉小キッズではこどもへの叱り方なども特に
統一はしていません。ルールもある程度はスタッ
フに任せています。「今日、こんなことを許し
ちゃった」などの共有はしますが、こどもたちが
社会経験を積む場としてスタッフがいろいろな
接し方をしています。

ʲ　 「r主任はキッズの中で偉いから、注意されたら
聞こうかな・・」と思っている児童もいるので
す。スタッフは全員こどもたちのことを思って
声を掛けているので、誰の言うこともしっかり
聞いてほしいなと思います。

ʲҏ　౻ スrタッフの呼び方も、キッズが始まった当初はニッ
クネームで呼んでいましたが、距離が近くなっ

大ཹओ

てしまうので「さん」付けに変わりましたよね。
ʲ田　ล 「r先生」と呼んでいるキッズもありますね。
ʲ　 はrまっ子時代の前任の主任が元校長だったこ

ともあって、そのころからの続きで「先生」と呼
ばれてしまうこともあります。

ʲҏ　౻ こrどもたちには「” 〇〇先生” と言うとおうちの
人は学校の先生なのかキッズのスタッフなのか
分からなくなってしまうから、キッズでは先生と
呼ばないでね」と話しています。

ʲ大ཹ こrどもとの距離感も難しいですよね。人懐っこく
て膝や背中に乗りたがるこどももいます。

ʲҏ　౻ こrどもが膝に乗ってきたら「すぐに立たなきゃい
けないから」、背中に乗ってきたら「後ろは助け
られないから」と離すようにしています。

ʲ野　田 本r当はぎゅっとしてあげたいときもあると思いま
すが、もどかしいですね。

˖ϓϩάϥϜのมԽ

ʲ野　田 こrどもの健全育成に加えて子育て支援などが
増えたりとキッズにいろいろなことが求められい
ますが、運営面やプログラムの充実などでやっ
ていきたいことはありますか？

ʲ大ཹ よrこはまユースの運営するキッズ全体で目玉に
なるプログラムがあるといいですよね。各地域
や区ごとにイベントができるとスタッフ同士のつ
ながりもできるのではないでしょうか。

ʲୌ　ᖒ 以r前はいろいろなプログラムを実施していて、
お出かけも多かったですよね。今は行かないこ
どもも増えたので、おでかけするスタッフと留守
番するスタッフの確保も必要になっています。

ʲҏ　౻ 以r前はこどもの人数が適切だったので、アウト
ドアのプログラムなどいろいろなことができてい
ました。今は参加するこどもが100人となると尻
込みしてしまいますね。キッズというものが親の
ニーズで必要な場所、あって当たり前の場所に
なってしまい利用児童も増えると、こまめな手
厚いことがしてあげられない。とにかく毎日無事
に終わることで精一杯なのは残念だなと思って
います。

ʲ　 他rの港北区の小学校のキッズでは人数が多く
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てサッカーボール・野球遊びはダメ、バドミント
ンも危ないなど遊具も自由に使えないなど校庭
遊びも制限が多いと聞いたことがあります。日
吉南では小学校に準じて学校が禁止している
遊具はキッズでも使用しないので、バドミントン
専用の日をつくってイベントにしたり、工夫して
います。

ʲୌ　ᖒ 学r校によって違います
ね。飯島小キッズでは
プラバットは使えなくな
くなりましたが、特に制
限はないです。イベン
トも以前は参加人数が
多かったので抽選をし
ていましたが、最近は声を掛けてもそれぞれ各
自で遊んでいて、参加しないこどもが増えました。
でも、各自で楽しそうに遊んでいるのでいいか
なとも思いますが。

ʲ　 バrスケットボールやサッカーのプログラムに「初
めてでも大丈夫だよ」と声を掛けても、「初め
てだからやらない」というこどももいます。

ʲ大ཹ 実r施できるプログラムが少なくなくなっているの
は寂しいですよね。準備も大変ですが、昔のこ
とを知っている私たちが音頭を取って、下の世
代のスタッフも引き続きやってみようと思えるきっ
かけができるといいなと思います。世代交代で
昔のキッズを知らない人たちが多いと寂しい気
もするし、これまで実施したプログラムも何をやっ
たかは記録に残っていますが、どういうやり方
をしてきたのかも引き継いでいきたいです。

ʲ　 たrだ、時間も限られていますよね。15時にキッ
ズに来てから工作を始めると帰宅の16時まで
に終わらないこどももいて、スタッフが助けるこ
ともあります。15分くらいで簡単にできるものに
はしているんですが、こどもによってペースは違
うので仕方ないですね。

ʲ田　ล 2r0分ぐらいでプラバンやアイロンビーズが完成
する子・できない子に分かれるので、プログラ
ムを組むのが難しいです。学校が早く終わる日
は1 時間くらいの余裕があってもクラブ活動な
どがあると高学年は参加できないですもんね。

ୌᖒओ

ʲ野　田 学r校によって授業時間や下校時間も変わって
きていますよね。

ʲ大ཹ 時r間が詰め込まれていて、授業についていけて
いないこどももいるんだろうなと思います。

ʲ野　田 今rは勉強を教えることはしていないですが、キッ
ズで過ごす時間が長くなると学習支援も求めら
れるかもしれないですね。

ʲ田　ล キrッズで宿題を終わらせてほしいという要望は
あります。

ʲ　 夏r休みの午前中は10時までは静かな時間にし
て、勉強や読書をして過ごしています。最近で
は授業や宿題もタブレットを使うようになってい
て、紙の宿題が少なくなくなったとこどもから聞
きました。今はキッズでタブレットを使わないよ
うにしていますが、今後は対応も必要になるの
かなと感じています。

ʲҏ　౻ 学r習指導や実験工作などのたくさんのプログラ
ムを実施している民間学童を利用するこどもも
いますが、キッズが選ばれているのはとにかく
安心安全だからですよね。

ʲ野　田 保r護者からのアンケートでも、キッズに求める
のは「こどもがキッズで元気に過ごしてくれてい
ること」という声が多いです。

まだまだ話は尽きませんが、あっというまに時間がきてし
まいました。これまで保護者の働き方やニーズに応じた事
業の見直しなどがあるたびにキッズは柔軟に対応してきま
したが、みなさんが長年大切にしてくださっている、学校・
地域とのつながりの中でこどもたちを見守り支援していく
ことはこれからもずっと変わらないと思います。本日はあり
がとうございました。
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˖தߴੜੈのֶशࢧԉ活動の「ࡏݱ·Ͱ」
　当法人は全国的にはあまり学習支援活動が始まってい

なかった2008年（平成20年）より、保土ケ谷区生活保護

課（当時）との協議によって、貧困状況による高校進学困

難な中高生の学習支援事業を公民連携で始めた。

　当時は横浜市において少子化の影響が高校・大学受験

に大きくなく、現在のような多様な進路も整っていなかった

こともあり、横浜市での全日制高校進学率は全体で

91.5%、生活保護世帯では54.5%（2008年 3月卒業生）

であった。そのため『学びの機会の保障』という観点で生

活保護世帯の子どもの学習支援事業がスタートした。

　その後、厚生労働省の委員会などで生活保護受給世帯

の世帯主が出身世帯でも生活保護を受給している割合が約

25%程度であるという、いわゆる『貧困の連鎖』がクローズアッ

プされて生活保護に至らないよう「第2のセーフティネット」

として2015年（平成27年）4月より生活困窮者自立支援制

度が始まった。その取り組みメニューの1つとして子どもの学

習・生活支援事業があり、全国で中高生世代への学習支援

が行われていくことになって、他にも地域での活動、学習支

援を主体とする団体等様 な々形態での取り組みがなされるよ

うになり、10年が経つ。横浜市では「寄り添い型学習支援事

業」（健康福祉局所管）「寄り添い型生活支援事業」（こど

も青少年局所管）という名称で全18区において実施している。

合わせて2016年（平成28年）に「義務教育の段階における

普通教育に相当する機会の確保等に関する法律」成立し、

より多様な学びの保障が行われるようになってきている。

˖ֶशࢧԉ活動の「͜Ε͔Β」Λ͑ߟΔʙԿΛ目తͱ
͢Δの͔ʁ

　2023年（令和 5 年）の寄り添い型学習支援事業利用者

（多くは生活保護世帯・ひとり親世帯の子ども）の高校進

学率は、民間の教育サービスとしての通信制高校など多

様な進路選びが可能となったことと入学制度の多様化のた

め、98.4%まで上昇した。いわゆる「学校歴」という学歴は

以前より獲得できるようになっている。学習支援を行う側、

つまり大人側は「学校の成績上昇や進学ができれば上昇

機会も多くなる」という価値観になり、そのために横浜市寄

り添い型学習支援事業の受託事業者も受験対応教育サー

ビスである学習塾系の事業者が数多く選定されている。

　学習支援活動を提供する側が教科学習でいい内申点を

取り、高等学校に進学していく以外の方法を考えられてい

ないのである。

　「教育」ではなく、「学習」支援だからこそ、受験対応に

特化している教育サービス的指導でなく、社会で生きてい

くための「自律」「自立」への力や人と人との関わりから学

ぶ力、体験の機会から学ぶ力など総合的な生きる力を子ど

もたちが自ら学習することで獲得する時代だと学習支援を

行う側が認識するように変わる必要を感じている。生涯学

習の学びの中で、教科学習的な内容は、その人が学ぶ意

欲と取り組み方さえ学べばいつでも取り組めるようデジタ

ル教材も含めツールは充実してきている。これからは、子ど

もたちに学びの場を用意する大人側が『何を目的として学

習支援活動を行うのか』が強く問われていると考えている。

青少年のֶशࢧԉ活動ʹ͓͚Δࠓ·Ͱの20年ͱ͜Ε͔Β
ಛ定ඇӦར活動法人Ϧϩーυ
理事　田�ਖ਼ଇ

˙青少年のֶशࢧԉɾੜ活ࢧԉの20年
　青少年が抱える課題が深刻化・複雑化する中で、小・中学生が生まれ育った環境に左右されることなく未来
を切り拓く力を身につけるため、2010年代から全国的に学習支援・生活支援が始まりました。ここでは、横浜市
内で「寄り添い型学習支援事業」の開始当初から携わる団体と、よこはまユースが取り組む「寄り添い型生活
支援事業」の歩みを振り返ります。
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　よこはまユースが「困難を抱える青少年のための寄り添

い型支援事業」の運営を始めたのは2012年。

　それまでも、学習支援事業や他団体との共催による課題

を抱えるこどもたち対象の事業を行っていましたが、特定

のこどもたちと継続的に関わりながら自立を支援する寄り

添い型生活支援事業は、健全育成を主戦場としていた法

人にとって挑戦的な取組みでした。現在は3 区を受託して

います。

　寄り添い型生活支援事業は、生活困窮状態にあるなど

養育環境に課題があり、支援を必要とする家庭に育つ小・

中学生等を対象とした横浜市の委託事業です。経済格差

や貧困の連鎖が社会課題として顕在化してきた頃に始まり、

現在では全18区で展開しています。

　当法人が受託運営を開始してから十数年、この間、寄り

添い型生活支援事業は市の方針や運営の実態に対応しな

がら少しずつ変わっています。当法人が運営しているA区

では事業開始当初10時～19時としていた開所時間が、

10時～21時次いで11時～20時と推移しています。午前

中はこどもたちの利用がなく、部活動を終えてから来所す

る中学生にとっては少し遅い時間まで開所している方が利

用しやすいということが、運営を通じて判ってきたためです。

現在は、時間を限定しないより柔軟な対応に変わっています。

　保護者からの子育て相談に対応することも事業者に求め

られていましたが、2016年度に「生徒及びその保護者へ

の個別相談」「安心して過ごせる居場所の提供」が、支援

内容として要綱に明記されました。こどもたちに対して指導

的な関わるのではなく、気持ちや状況に‘寄り添い’ながら‘支

援’するという当事業の方針が明確に示されたと考えます。

　事業の変化に合わせて運営の仕方を変えてきた私たちが、

開始当初から変わらず大切にしていることもあります。こど

もたちに体験や交流を通じて成長してもらいたいという想

いです。

　活動においてこどもたちは、同世代の仲間だけでなく様々

な年代の大人たちとも関わります。一緒になって遊んだり

一緒に叱られてくれる大学生、根気よく宿題を手伝ったり

温かな軽食を用意してくれるシニアボランティアなど多様

な人たちとの関わりにより、自分が大切に思われていること

をこどもたちは実感できます。また、みんなで卓を囲んで食

事をしたりお風呂に入る等の体験からは、人の温かさを感

じると共に、生活マナーや他者との距離感も学べることでしょ

う。こうした体験・交流の中で生じた考えや思いを深めるこ

とで、こどもたちの学びや自信、自己肯定感が育まれると考

えています。

　現在、よこはまユースが運営する事業所の対象は「原則、

中学生まで」となっているため中学卒業後のこどもたちの

様子を知る機会はほとんどありません。そこで、芽吹きかけ

た自立の力を支えてくれる人や場につなげることが課題になっ

ています。幸い当法人は、高校生以上の若者の活動をサポー

トする青少年施設をいくつか運営しています。この強みを

活かし、それぞれの施設にこどもたちをつなげることで自立

に向けたサポートを継続的に行っていきたいと考えています。

มΘͬͨ͜ͱมΘΒͳ͍͜ͱ ʵΑ͜·Ϣʔεのدりఴ͍ܕੜ活ࢧԉۀࣄʵ
よこはまユース　事ۀ課

٢田�ஐ之　୲ۀりఴい事د

「理Պ࣮験を௨ͨ͡大ֶ生との交流」ʢدりఴいܕ生活支援事ۀ所ʣ
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ஊձ࠲
「 ฏの青少年ͱྩの青少年͕ޠり߹͏ ʙͪͨࢲのࣾձࢀՃ活動ʙ」

　青少年期の社会参加活動は、新しい出会いや価値観にさらされながら、自分が好きなこと・苦手なこと・やってみたいこ
とを見つめ、自分自身を獲得できる機会となります。また、チームで活動したり、人の役に立ったり助けられたりする経験は、
まさに「社会の一員であること」を意識できる場です。私たちは、さまざまな場所や手段により、青少年たちが「社会に触れる」
きっかけとしてのボランティア活動を実施してきました。チャレンジを尊重し、過程に寄り添い、時には厳しい声かけをするこ
ともありました。
　今回は、20年前にボランティア活動に関わってくれた「元・青少年」たちと、現在ボランティア活動を頑張っている青少
年たちとともにボランティア活動について語り合いました。そこから見えてきたのは、時代を経ても変わらず「悩みながら成長
している青少年たち」でした。

【参加者】
佐野 主真さん （大学 3 年生。社会参画プロジェクトメンバー。就職活動に奮闘中）
中村 美詞さん （大学 1 年生。社会参画プロジェクトメンバー。高校生の時から様 な々ボランティア活動に参加）
重田 友恵さん （元ふりーふらっと野毛山青少年委員（2004年～2009年）。子育てと保護犬の世話に忙しい毎日）
浜辺 隆博さん （元ふりーふらっと野毛山青少年委員（2007年～2009年）。四国に赴任中。海辺のまちづくりに奔走）
塩嶋 瑶子 （事業課職員。入職 4 年目。社会参画プロジェクト担当職員）

【進　行】
七澤 淳子 （事業課長。20年前のふりーふらっと野毛山勤務時に青少年のボランティア活動や青少年委員会を担当）

◯2024年10月16日（水）オンラインにて実施

ʲΩʔϫʔυʳ
●ふりーふらっと野毛山

2002年開設のユースセンターで正式名称は「横浜市青少年交流センター」。
愛称「ふりーふらっと野毛山（ふりふら）」。年間約 9 万人の青少年が利用
した青少年の居場所づくりや体験活動を推進する施設。2016年 3月に耐
震工事のため閉館。＊本稿では「ふりふら」と記述します

●青少年委員会
青少年の視点でセンターの運営を考えたり、子どもや青少年向けのイベン
トを企画・実施したりするボランティア活動。任期 1 年間で中学生から24歳
までの青少年で構成。さくらリビングにも引き継がれ、現在も多くの青少年
が活動している。

●社会参画プロジェクト
2022年にスタートした大学生世代を対象としたプロジェクト。「社会とつな
がるイベントや体験を高校生に提供しよう」を趣旨とし、今年は3つのテーマ
（①高校生の居場所づくり　②異年齢交流　③はじめてのボランティア）
に分かれて活動。

ふりーふΒ とͬ野ໟࢁ
ʢ2002～2015年ʣ
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˖  20年લの青少年ͱࡏݱの青少年のօ͞Μʹࠓ
ू·͍͖ͬͯͨͩ·ͨ͠ɻڞ௨「Α͜
·ϢʔεのϘϥϯςΟΞ活動ʹࢀՃ͍ͯ͠Δ」͜
ͱͰ͢ɻ·ͣɺօ͞Μ͕ؔΘ͍ͬͯΔɾؔΘͬͯ
͍ͨ活動ʹ͍ͭͯͯ͑ڭく͍ͩ͞ɻ

ʲࠤ野 �r今は「異世代交流」をテーマにした活動に参加し
ています。大学 1 年生の時からボランティア活動
を始め、このプロジェクトに参加するのは3 年目で
す。高校生の頃はコロナ禍で活動が制限されて
いたこともあって何もできなかったのが残念でした。

ʲதଜ �r佐野さんと一緒に活動しています。今は小学生と
高校生が関わる企画を考えていて、冬に縁日をや
りたいと思っています。高校時代は音楽ライブを
企画したり、フードフェスでごみの分別を呼びか
けたりしていました。大学生になり何か打ち込める
ことはないかなと思ってこの活動に参加しました。

ʲॏ田 �r高校 1 年生の夏休みに、課題のためにふりふらで
子ども対象の活動に申し込みました。課題のため
にボランティアすることに罪悪感があったのですが、
説明会で職員が「きっかけは何でもいいから挑戦
することに意味があるんですよ」と言ってくれて気
持ちが楽になりました。その後すっかりハマってし
まい（笑）、青少年委員はじめ、よこはまユースが
主催する様 な々活動に参加しました。

ʲ浜ล �r重田さんとは同い年で、
今日も久しぶりに会えてと
ても嬉しいです。私は高
校生の時ふりふらを利用
していて勉強したりバス
ケをしたりしていた時に、
職員から「ボランティア
やってみない？」と声をかけられたのがきっかけで
す。ちょうど進学が決まった頃で、大学に入った
ら何でもやってみよう！と思っていました。青少年
委員会では委員長も経験しました。

˖  େֶੜの 2 ਓଟくの活動のத͔Βͳ 「ͥࣾձ
ըϓϩδΣΫτ」ΛબΜͩのͰ͔͢ʁ·ͨɺͬࢀ
͍ͯͯͲΜͳ͜ͱָ͕͍͔ͯ͑͠ڭく͍ͩ͞ɻ

浜ล͞Μ

ʲࠤ野 �rよこはまユースで他のボランティアをしていた時、
職員さんが声をかけてくれたのがきっかけです。
3 年間続けていられるのは、職員さんが優しいか
らです！僕は北海道出身なので、プロジェクトで
市内のあちこちに行く機会があって、ボランティア
を通じて横浜を知ることができている気がします。
新しいことを知ったり学べたりすることがとても嬉
しいです。

ʲதଜ �r高校生の時は好きなことを活動にしていました。
「音楽が好きだから」とか「環境問題が気になる
から」とか「フェスに行ける！」とかで選んでいまし
た。「異年齢プロジェクト」を選んだのは、私は実
は子どもが苦手なので「子どもを知りたい」と思っ
て。子どもだけでなく高校生とも交流できる活動
だったので、やりやすそうだなと思って申し込みま
した。大学生になって行動範囲が広がり、今まで
関わらなかったような人たちと出会うことが楽しい
です。

ʲॏ田 �r中村さん、苦手なことを進んでやるってすごいと
思う！私も活動している時は、子どもにケガさせ
ちゃったらどうしようとか、小学生のオリジナルルー
ルに「何言ってるの？」って思っていながら続けて
いたので気持ちがよく分かります。

ʲ浜ล �r私は高校生の時は人に興味がなかったんです。
でも、ふりふらに行くと職員から話しかけられたり、
子どもが絡んできたりで嫌でも人と関わらなきゃ
いけなくなりました。そんな経験は初めてだったけ
ど、意外と居心地よく感じるんだということが分かっ
たし、もう少し関わってみたいなと思ってボランティ
アを始めてみたんです。中村さんは「子どもが苦
手」だと自覚したのがまずスゴイし、さらにステッ
プアップして関わろうとしているので当時の自分か
らすると2 段も3 段も上をいっている印象です。

ʲԘౢ �r中村さんは子どもへの苦手意識に変化はありまし
たか？

ʲதଜ �r子どもって意外と大人なんだなと思いました。実際
に小学生と関わってみて、悩みを話してくれたり、
みんな考えているんだなと感じました。色 な々家族
のあり方があることも知りました。子どもによって全
然違って「子どもっておもしろいな」に変わりました。
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ࣾ会ࢀըプϩδΣクトاը会 ʢٞ2024年ʣ

˖ ʹ「Ͳ͓ͬͯ͠Ζ͍ࢠ」 มΘͬͨΜͰ͢Ͷɻ
活動Λ௨ͯ͡ࢹ͕͕ͨͬɺՁ͕؍มԽ͠
ͨͱ͍͏͜ͱΛฉくのͱ͍ͯ͜͠خͱͰ͢ɻ
ͦ͏͍͑ॏా͞ΜɺϘϥϯςΟΞ͕͖͔͚ͬ
ͰࢠͲؔのࣄʹब͖·ͨ͠Ͷɻ

ʲॏ田 小r学 2 年生ぐらいの女子がベビーカーを押しな
がらもう一人の弟を連れて、よくふりふらに遊びに
来ていたんです。今では「ヤングケアラー」という
名前がついていますが、当時も「大変だなあ」と
思っていました。お姉ちゃんが友達と遊べるように
「赤ちゃんを見ているよ」と声をかけたんですがう
まくお世話ができなくて悔しかったんです。保育
が学べる学部に進学後、児童養護施設や保育園
などで働きました。本当はよこはまユースで働きた
かったんですが（笑）。

ʲԘౢ ボrランティア活動が、将来の選択に影響を与えた
んですね。

˖ ล͞Μࢪઃのར༻ऀ͔ΒϘϥϯςΟΞʹͳ
り·ͨ͠ɻԿ͔ෆ҆͋り·͔ͨ͠ʁ

ʲ浜ล ふrりふらが好きだったから不安はなかったです。
利用者時代は職員さんにたくさん話を聞いてもら
いました。ふりふらは音楽が流れてて、図書館だ
とあり得ないのでそれも良かった。ピアノが好きで
体育館で弾かせてもらったり、大学の合格発表も
ふりふらのパソコンで見たりしました。重田さんた
ちが活動しているのも、勉強をしながら見ていま
した。中高生は、青少年委員を始めるのに保護者

の承諾がいるんですが大学生になるといらないの
で、大人になった実感がわいて承諾書にサインし
たのが運の尽きでした（笑）。

˙ίϩφՒͰϘϥϯςΟΞ活動の͋りํมΘͬ ʂͨʁ

ʲ浜ล 佐r野さんと中村さんが企画している「冬の縁日」。
青少年委員会でもいろいろなお祭りをやったこと
を思い出しました。なぜ縁日をやりたいと思ったん
ですか？

ʲதଜ 私rたちの世代
はコロナ禍で
地域のお祭が
中止になること
が多く、夏祭り
を経験してい
ない子も多い
のではないかと思い企画しました。子どもたちと大
人が一緒の思い出を作る機会になったら嬉しいです。

ʲॏ田 今rの学生たちはコロナ禍があって、やりたいこと・
楽しみにしていたことができなかったり諦めざるを
得なかったりした世代なんですよね。今、チャレン
ジできる環境ができて心から良かったと思います。

ʲࣣᖒ コrロナ禍といえば、デジタルツールが一気に進み
ましたよね。私は今年の4月に9 年ぶりに管理部
門から事業部門に異動したのですが、「令和のボ
ラ活」に衝撃を受けました（笑）。今は広報から
申し込み、説明会、打合せもスマホひとつで何で
もできる。イベント当日でお互い初めて会うことも
珍しくない。20年前は、電話やFAXで申し込んで
説明会に参加して（注：PCのメールは既に普及し
ていましたが学生はまだ “ガラケー” の時代でし
た）、活動までに顔を合わせるからミスマッチは少
なかったように思います。どっちがいいとかではな
く、活動の仕方やコミュニケーションのあり方が
変化していることは事実ですね。オンラインがある
からこそ今日4 人と会うことができたし。変化はし
たけど、ボランティアを始めたのは職員のひとこと
がきっかけだったり、人との関わりの中で自分自
身の変化を感じたりするのは20年前も今も変わら
ないと思いました。

தଜ͞Μʢࠨʣ　ࠤ野͞Μʢӈʣ
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青少年ҕһ会定ྫ会ʢ2007年ࠒʣ

˖ ઌഐͨͪʹ࣭Ͱ͢ɻ「େਓʹͳͬͨ͏ࢥࠓɺ青
少年のࠒʹϘϥϯςΟΞ活動ʹࢀՃͯ͠Α͔ͬͨ」
ͱ͜͏ࢥͱͲΜͳ͜ͱͰ͔͢ʁ

ʲ浜ล 企r画力やコーディネート力が鍛えられたことですね。
職員さんにどこまでお願いしようか、メンバーには
何をしてもらおうかを考えたり、当日もタイムテー
ブルを作ったりしました。これは仕事にもとても活
きていて、今はマネージャーとしてどう指示をした
ら分かりやすいか役に立っています。

ʲॏ田 私rも企画力は蓄えられたと思う！あと、コミュニケー
ション力かなあ。青少年委員は中学生から社会人
までいて、年齢関係なくチームで活動できたこと
はいい経験でした。大人になった今も、全然知ら
ない人でもすぐに打ち解けられる自信があります
（笑）。

˖ େֶੜのօ͞Μ͍͔͕Ͱ͔͢ʁ

ʲࠤ野 こrのプロジェクトは企画をイチからやるので、僕も
少しは企画力が身に付いたような気がします。大
学では学べないことなのでとても役に立ってます。
あと、就活でグループディスカッションがけっこう
あるんですが、プロジェクトで初対面の人と交流
する機会が多いので、コミュニケーションや会話
の切り口なども役に立ってる気がします。

ʲதଜ 高r校生で初めてボランティアをした時「自分には
何もないな」と思ったんです。変わりたいと思って
ボランティアを続けています。今 4 年目ですが、

成長したかは分からないです。先輩たちはボラン
ティアしてみて変わった！と思ったことはありますか？

ʲॏ田 今r日の座談会みたいに「あの時こうだったなー」
とか振り返る機会がないと、なかなか変化には気
づけないよね。チャレンジし続けていることが中村
さんの強みだと思うし、子どもとの関わりの中での
気づきは必ずプラスになっていると思います。

ʲ浜ล がrむしゃらにやっていると、自分が今どこにいるの
か、何を目指しているのか分からなくなることは当
然だと思います。イベントの終了後とかに感想を
言い合ったりした時に、他の人の感じたことをちゃ
んと受け止めることができたら、成長しているんじゃ
ないかと思います。

「̟」ࣗࣗͰɺͦ ͯ͠Ӕதʹ͍Δͱ
͔Βͳ͍のͰ͢ΑͶɻ活動Λৼりฦͬͨ࣌ʹ͖ͬ
ͱͯ͑ݟくΔの͕͋Δͱ͍ࢥ·͢ɻͦ ΕͰ「ྑ
͔ͬͨ͜ͱ」のٯʹɺେֶੜのօ͞Μ͕͍·活動
ͰΜͰ͍Δ͜ͱ͋り·͔͢ʁ

ʲࠤ野 就r活で忙しくて活動になかなか参加できていない
のが悩みです。先輩たちは忙しい時期に学生生
活とどう両立していましたか？

ʲॏ田 忙rしい時には抜けていました（笑）。バトンタッチ
して他の人に頼る。自分がリーダーだったとして
も回るように役割分担をしていいと思います。就
活は大事なことなんだから、周りにヘルプして頼っ
ていいと思うよ！

ʲ浜ล 自r分も忙しかった時はボランティアをしなかったし、
他にやりたいことがあった時はやっていました。で
も、もしボランティアに全力投球したい気持ちがあ
れば就活を休む選択もアリだと思う。

˙ϝϯόʔ͕ͳ͔ͳ͔ू·Εͳ͍ʂ
Ͳ͏ͨ͠Β͍͍ΜͩΖ͏ʜ

ʲதଜ 私rの悩みはメンバーが忙しくて全然集まることが
できていなくて…。今回の企画も会議に参加した
メンバーだけで決定して、決定事項をメールで送っ
て「これでいい？」「議事録読んでおいてね」で決
まってしまいました。メンバーの意見を引きだせる
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方法を知りたいし、全員の意見を聞かずに決めて
いいのか、フワッとでいいから全員の意見を取り
入れるべきなのか悩んでいます。

ʲॏ田 大r変な悩みだ。自分が気
にしているならいろいろと
試してみていいと思う。
意見に乗っかりたい人も
いるから、決めてしまうこ
とが悪いわけではないと
思う。みんなの意見を取
り入れたいなら、まずは職員さんに進め方を相談
してみたらどうだろう。

ʲ浜ล 考rえ方が違うのは社会に出てもたくさんある。大
変だろうけど、あえて妥協しない心も大切にして
ほしいと思う。メンバーそれぞれ限界が違うので、
そこは見極めて尊重することも大事。

ʲࠤ野 自r分自身も今、就活でなかなか参加できずに心苦
しく思っています。昨年もイベントが終わった時に
ホッとしたと同時にもっと集まれたんではないか、
もっとできたのではないかとも思いました。

ʲ浜ล そrの思いを持つことが大切なことだからね。失敗
も大切な経験となる。気負わないで活動してほし
いと思う。

ʲࣣᖒ 両r立については20年前の若者も同じように悩ん
でいましたね。私は「ボランティア活動は、自分の
心と身体に余裕があってはじめて充実するもの」
と考えていて、青少年たちにその時々に伝えてき
ました。別に「やらなきゃいけない」わけでないん
ですよね。「やってよかったな」と思ってくれたら
嬉しいし、そう思ってもらえるように私たちは頑張
るわけです。

ʲԘౢ 私rもそのスタンスに賛同します。「社会参加」って
ボランティア活動だけでないですから、いろいろな
経験を積んで、吸収してほしいと思います。

˖ օ͞Μ͕ϘϥϯςΟΞ活動Λ͢Δʹ͋ͨͬͯɺେ
ਓʹͲΜͳ෩ʹؔΘͬͯ΄͍͠ͱ͍ࢥ·͔͢ʁ

ʲ浜ล 今rになって思うのは、職員さんは安全管理とか保
護者とのコミュニケーションを丁寧にしてもらって
いて、私たちとの役割分担をちゃんと考えてもらっ

ॏ田͞Μ

ていたんだということ。やりたいことをやらせてくれ
た環境だった。活動で頻繁にふりふらに通ってい
たし、活動がない時にも遊びに行っていたから、
僕たちのことをよく見てくれていたんだと思う。

ʲॏ田 自r分たちで考えて自分たちで提案してそれを実現
させてくれることが本当に良かった。困った時には
助けてくれて相談に乗ってくれて、自由度が高かっ
たおかげでそれぞれがやれることをやることがで
きたし楽しい活動ができていたのかなと思います。
今は、オンラインや月1回の会議では、決めなきゃ
いけないことがたくさんあって雑談なんかできない
よね。私たちは、対面だったこともあるけど会議が
始まる前に雑談して、意見を出しやすい環境づく
りをしたり、関係性を築いてから会議をやってい
たから意見も言いやすかったし、リーダーが決め
ても不満がなかった。雑談は意外と大事で、メン
バー間の関係性を深めたいのなら、会議の前の
時間を大切にしてみたらいいんじゃないかな。

ʲதଜ 職r員さんは自由にやらせてくれてるけど、私はもう
少し活動を進めたい気持ちがあります。何かに本
気で打ち込みたいと思ったから私は活動している
けど、メンバー間の熱量が違うことにも悩んでい
ます。

ʲॏ田 全r員が同じモチベーションになることは残念ながら、
ない（笑）。これはボランティアだけでなくどんな
場面でも。目標に向かって「自分はこれが頑張れる」
「Aさんはこっちを頑張れる」などチームで補って
いく方がいいと私は思います。でも、いま経験して
いること、悩んでいることはものすごく社会勉強に
なっていると思う。「あの時悩んだなあ」って。もっ
と職員さんの手を借りたらいい。1 人で背負わな
いでね。

ʲԘౢ 3r 年間、メンバーたちの自主性を大切にしながら
関わってきましたが、自主性を意識しすぎていた
のかもしれません。途中から連絡がつかなくなっ
てしまう学生もいて、厳しくアレコレ言うのも嫌だ
し、私自身も職員としての関わり方に悩んでいた
部分があります。今日の座談会で、関わり方を見
直すことができた気がします。

ʲࣣᖒ 青r少年との関わりで私たち職員も育てられるんで
すよね。座談会、やって良かったです（笑）
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˖ ɺઌഐ͔ͨͪΒɺ͍ʹޙ࠷ ഐͨޙு͍ͬͯΔؤ·
ͪʹΤʔϧΛ͓͍͠ئ·͢ɻେֶੜのօ͞Μ
Λ͓ฉ͔ͤく͍ͩ͞ɻײのࠓ

ʲ浜ล 今rやっていることに全力で立ち向かったら、この
先の未来において無駄になることは一つもないの
で、どんどんチャレンジをしてほしいです。また、
先日、青少年委員の後輩がお店を開店したから
ぜひ来て！と久しぶりに連絡があって、当時のメン
バーたちに会いたい気持ちが強くなりました。今
の仲間たちとの関係も大切にしてほしいですね。

ʲॏ田 2r0年経って、コロナ禍を経て、私たちがやってい
た合宿やボランティア活動のやり方は今では考え
られなくなっています。あの頃は顔を合わせて語
り合って楽しかったけど、今、こうやってZOOM
会議をうまく利用したり、大人の力を借りながら
今の時代に合ったコミュニケーションを取って頑
張ってほしいです。イベントの成功ももちろん大
事だし、ボランティアと言っても責任があるし、仕
事じゃないけどモチベーションを保たなければな
らないし、けっこうボランティアって大変だよね。
大人になった今思うのは、イベントの成功だけで
はなく、ボランティア活動を通して出会った仲間
が大きな財産であること。20年経っても繋がって
いる友達ができたことがボランティアをやっていて
よかったことです。2 人もそんな出会いを大切に
してほしいです。

ʲࠤ野 2r0年前からこういった活動が続いているのがすご
いと思いました。当時と状況が違うとはいえ、自分
自身の課題を再確認できたし、これからもいろい
ろとチャレンジしていきたいと思いました。

ʲதଜ もrっともっと人と関わろうと思いました。コミュニケー
ションが大事なんだなと改めて思いました。今日
はとても勉強になりました。ありがとうございました！

ʲԘౢ 青r少年に関わる職員として、今日は先輩ボランティ
アの皆さんたちからたくさん「関わりのヒント」を
いただいた気がします。そして、活動を振り返っ
て言葉にする機会って改めて大切だなと思いまし
た。佐野さんと中村さん、引き続き一緒に頑張っ
ていきましょうね。

ஊձΛऴ͑ͯ࠲˙

　20年前の青少年と今の若者。活動のきっかけは「声を
かけられた」ことだったり、仲間たちとの関係や学校やア
ルバイトとの両立に悩んだりすることは時代が変わっても
同じでした。私たちは、青少年が社会参加活動を通じて、
葛藤したり達成感を味わったり心が動くさまざまな体験を
積み重ね、自分や他人を大切にする気持ちを養い、社会
の一員としての役割を見つけていってほしいという思いを
持っています。それは20年前も今も変わりません。これか
らも、青少年がさまざまな「社会」に触れる機会を横浜の
皆さんとともに作っていきたいと思います。
　この20年間で「若者は忙しくなったなあ」と感じます。
学校のほか、部活やサークル、塾や習い事、バイト、SNS
での情報収集…。就活で言える「何か」にも取り組まなく
てはいけません。座談会の中で、「オンラインでは雑談す
る時間が取りにくいね」と言う発言がありました。以前は、
活動前後の「ちょっとした余白」が繋がりを育みました。
今は社会全体に余白が少なくなったように思います。時
代に応じた余白をどのように生み出していくか、私たちが
永遠に取り組む課題です。しかし、オンラインツールを駆
使し活動をサクサク進め、アイデアをその場で可視化する
令和の若者たちの頼もしさよ！（もちろん、毎日来館してた
くさん話してたくさん遊ぶ平成の若者たちもパワフルでし
たよ！）
　私自身は、この座談会で重田さんと浜辺さんから「20
年前の仕事の答え合わせ」をもらった気がします。いまの
青少年たちが大人になった時に「やってよかったな」と振
り返ってもらえる日がくるように、よこはまユースはじめ青
少年の社会参加に関わっている大人たちは次の20年も
頑張っていきます。（事業課長　七澤淳子）
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ձڀݚͲɾएऀの居場所ࢠ

　横浜市立大学は公立大学なので、市大の教員には地域

貢献が求められます。私は2022年 3月まで30年以上市

大に勤務した教育学者です。よこはまユースと連携・協力

して、子ども・若者の支援に携わる団体や関係者の交流の

場づくりと、高校内居場所カフェの創設をすすめてきました。

　今から12年ほど前、市大を会場にして、よこはまユース

との共催で「子ども・若者の居場所研究会」を始めました。

横浜市こども青少年局の関口昌幸さんからの呼びかけで、

横浜市内で子どもや若者の支援をしている人々のための研

究会を、よこはまユースの富岡克之さん、尾崎万里奈さん

と運営することになりました。報告者への謝礼は、はじめの

2 年間、よこはまユースが支出してくれました。（3 年目か

らは市大の助成金からも謝金を支払うようになります。）

　実際にこども・若者の居場所づくりや支援・伴走に携わっ

ている人々に経験を語っていただくもので、研究会というよ

り交流会です。開催日時、報告者やテーマが決まると

facebookで広めます。見た人がシェアしてくれるので、子

ども・若者支援に携わっている人々に広まります。メンバー

が決まっているわけではないため、毎回テーマに応じてい

ろいろな方々が集まってくれました。平均すると30人くらい

の参加者でした。

　2012年 7月に第 1 回を開催、2015年 3月までの間に

2～3か月に1 回のペースで研究会を続けました。報告し

ていただいた方は、岩本真実さん（K2インターナショナル）

永岡鉄平さん（フェアスタート代表）塩谷茂さん（児童養

護施設杜の郷）岩永牧人さん（ユースポート横濱）村田由

夫さん（元寿福祉センター）池田正則さん（リロード）ほか、

20名をこえました。

　研究会はふつう金曜日の午後 6 時30分から2 時間程度

です。研究会終了後も参加者の方々がいつまでも残って挨

拶したり話し合いをして、会場の締め切りをすぎても帰ろう

としません。そこで、金沢八景駅のそばの居酒屋に20人く

らいが輪になってすわれる座敷があるので、報告のあとは

毎回、感想や意見を飲みながら語り合うことになりました。

ԣɾࢠͲ青少年ʹؔΘΔ活動ؔऀのେަྲྀձ

　「子ども・若者の居場所研究会」の会合を重ねるうち、

「横浜市内で子どもや若者のための活動を行っている人々

が集まる会を開こう」という声が参加者の間から高まりまし

た。よこはまユースが事務局を担当してくれることになり、

10団体のメンバーが青少年育成センターに集まって準備

にとりかかりました。市内の関係団体を調べて意向を尋ね、

プランを練り、チラシを作成して、SNSで呼びかけて参加

者を募りました。

　そして、2015年 1月12日に、よこはまユースの横浜市

青少年交流センター（当時は西区老松町にありました）を

のͭͳ͕りづくりऀͲɾएऀの居場所ͱؔࢠ
ʕΑ͜·Ϣʔεͱԣཱࢢେֶの࿈ܞ

横浜市ཱ大ֶ໊༪教त�ੴרઐ修大ֶ教त
高橋�人

会ڀͲ�एऀ居場所研ࢠ
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会場に、「第 1回横浜・子ども青少年に関わる活動関係者

の大交流会」の開催にこぎ着けました。前半は参加22団

体それぞれの活動紹介、後半はテーマごとにグループに分

かれての話し合い、その後は全員の交流タイムでした。大

交流会は毎年引き続き開催されました。コロナ禍の期間は

一部オンラインになりましたが、2023年より対面開催が復

活しています。

ݟԉʹؔ͢ΔӡӦஂ体のҙࢧशֶܕりఴ͍د

　さて、2013年に生活困窮者自立支援法が制定され、翌

年から生活困窮家庭の子どもへの学習支援・生活支援事

業に対して、国からの補助金の交付が始まりました。横浜

市はいち早くこの事業に取り組み、2015年には全区で寄

り添い型学習等支援事業が展開されます。市内18区で各

区 1 箇所、鶴見区と中区は各区内2 箇所で、市内合計20

箇所になりました（よこはまユースは当初から現在まで西

区の生活支援事業を運営しています）。学習支援・生活

支援に関わる団体のスタッフやボランティアの多くが、「子

ども・若者の居場所研究会」のリピーターでした。これら

の方々から、この事業について団体間で経験交流や意見

交換をする場がほしいという声が寄せられるようになりました。

　そこで、2015年 8月に市大で「寄り添い型学習等支援

を考えるシンポジウム」、11月にはよこはまユースの青少年

育成センター会議室を会場に「子どもたちの貧困に対して

今、何ができるのかを話し合う集い」を開きました。そして、

各団体にアンケートを送り、学習等支援の実施状況・効果・

課題等についてたずねました。アンケートの作成と集計は、

「福祉と保健の生活課題を考える会」代表の岡田朋子さ

んの協力を得ました。

　さらに、翌年 2月に「寄り添い型学習等支援を考える研

究会」を市大で開催しました。寄り添い型学習等支援の意

義・成果を確認し、そして子どもたちにとってよりよい支援

のために、大切なものは何か、どのように改善していくべき

かなど話し合いました。横浜市が学習支援の委託団体を

評価する基準の一つとして、高校への進学実績を重視して

いる点に批判が集中しました。少子化の中、ちょっとした工

夫でテストの点数を上げて合格させることは簡単です。重

要なのは、子どもに自己肯定感をもたせ、学習への意欲を

高めることです。そうしなければ、高校に合格しても中退し

てしまいます。

　アンケートと運営団体の意見をまとめて、2016年 3月に、

報告書『横浜市寄り添い型学習等支援の検討------研究

会での委託法人関係者の意見とアンケートから』を作成し

ました（翌年に増補改訂版をつくりました）。横浜市役所

で福祉・教育関係職員に、この報告書の内容についてプレ

ゼンする機会を持ちました。

ୈ1ճ横浜�ࢠͲ青少年にؔわる活動ؔऀの大交流会ʢ2015年ʣ
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　学習支援のためには居場所づくりが必要です。報告書か

ら抜粋します。

　「学習・生活支援の必要な子どもたちの多くは自己肯定

感、自己有用感を持てず、学力や学習意欲が低い子どもた

ちです。・・・・大人に対して不信感を持っている子どもも

めずらしくありません。子どもたちが・・・・喜んで来るため

には、子どもたちにとって居場所となることが必要です。」

　学習支援は塾に委託すればよいと考えがちですが、それ

は大きな誤りです

　「子どもをかかえる生活困難家庭は・・・・失業・雇用

不安などの経済的困窮だけでなく、・・・・疾病、障害、地

域での孤立などで困難を抱えています。そこで、これらの

困難への対応について、関係機関、関係者や、支援団体

につなげることのできる団体が学習・生活支援に携わるこ

とが有効です。」

　福祉的支援につなげられる団体が学習支援を行うこと

が求められます。

居場所ΧϑΣߍߴ

　ところで、横浜市立大学では2011年度から「教員地域

貢献活動支援事業」を始めました。これは、「教員が大学

の外へ飛び出して、神奈川県・横浜市等の周辺地域の企

業、自治体・NPO等の団体と連携し、調査や研究を行う」

もので、大学から事業推進のための研究補助金が支給さ

れます。

　この頃、大阪府立西成高校の「となりカフェ」や神奈川

県立田奈高校の「ぴっかりカフェ」など、高校内居場所カ

フェがスタートしました。「子ども・若者の居場所研究会」

に「となりカフェ」の田中俊英さんや「ぴっかりカフェ」の

石井正宏さんなどを呼んで、カフェの魅力や運営方法など

について話してもらいました。高校内居場所カフェは、楽し

くユニークな新しい試みとして新聞やウエッブ記事にしばし

ば取り上げられ、注目を集めます。高校内居場所カフェの

実情と意義を探るために、高校内居場所カフェを対象とし

て市大の教員地域貢献活動支援の研究事業を進めました。

田奈高校でカフェを推進した先生方や石井さんにも加わっ

てもらい報告書を作成しました（『神奈川県立田奈高校で

の生徒支援の新たな取り組み ― 図書館でのカフェによる

交流相談を中心に』横浜市立大学、2016年 3月）。

　高校内居場所カフェは若者支援の素晴らしい試みなので、

横浜市立の高校でも開くよう、田奈高校の報告書を携えて

横浜市教育委員会に「営業」に行きました。指導部長や高

校教育課長に話しましたが、「素晴らしい試みですが、出

すお金がありません」との返事でした。次に、横浜市立横

浜総合高校を訪れて天野正人校長（当時）に居場所カフェ

をセールスしました。ここでは「課題は運営団体と予算だ！」

といわれました。そこで、よこはまユースに相談したところ、

カフェの運営団体を引き受けてくれることになり、尾崎万里

奈さんと2 人で天野校長に再度働きかけると、OKとなりま

した。

　その頃、「NPO法人多文化共生教育ネットワークかな

がわ（ME-net）」の高橋清樹さんも同校にカフェの開設を

訴えていたそうです。そこで、カフェは、よこはまユースと

ME-netさらに「NPO法人横浜メンタルネットワークサービ

ス」の3 団体による共同運営となりました。ただし、カフェ

運営費の予算措置はありません。これらの団体のメンバー

の人件費は団体が負担し、ドリンク代やお菓子代はME-

netが受託した若者支援事業の助成金や市大の教員地域

貢献活動支援事業費から工面することになりました。こうし

て、2016年の秋からようこそカフェが始まりました。

Α͏ͦ͜ΧϑΣ

　カフェは毎週水曜日の午後に開かれます。校内のオープ

ンスペースを会場にして、飲み物・お菓子・軽食などを無

料で提供します。生徒たちはカフェで、生徒同士おしゃべり

したり、スタッフやボランティアと話しても構いません。

　横浜総合高校は、午前、午後、夜間の3 部制の定時制

高校です。一般に定時制高校には、さまざまな困難をかか

える生徒が在籍しています。中学校で不登校を経験したり、

いじめを受けた生徒がめずらしくありません。中途退学者
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や進路未定（就職も進学もしない）で卒業する生徒もいま

す。保護者の中に、非正規、低賃金のため深夜労働や長

時間労働など困難な労働条件で働く人が少なくありません。

そこで、親にかわって、食事の支度、洗濯・掃除をしたり、

年下の兄弟の面倒を見ていたり、あるいは祖父母や親の

介護をしている生徒もいます。

　貧困とは何らかの困難の結果であり、またさらに他の困

難を生む原因ともなります。複数の困難を抱えていると、自

らの困難が何と何であるか、そしてそれらの困難を解決す

るためにどう取り組んでよいかわかりません。生徒たちは、

カフェでスタッフやボランティアと何気なく会話する中で、

本音や悩みを話しはじめます。高校生に対する支援は、生

徒自身が自分の困難を整理し、それぞれの困難に対応でき

るようにすることです。ただし、生徒自身の努力で克服でき

ない場合は、スタッフが支援機関につなぎます。

　カフェの成果が認められて、2020年度より横浜市の社

会福祉基金から「困難を抱える高校生支援事業（横浜総

合高校ようこそカフェ運営支援）」として補助金の交付を

受けられるようになりました。いまでは「『ようこそカフェ』が

あるからこの学校を選んだ」という新入生もめずらしくあり

ません。

　料理研究家で元横浜市教育委員の長島由佳さんが、「パ

ルシステム横浜ゆめコープ」の支援やボランティアの協力

を得て、食育教育の一環と位置づけて軽食を用意していま

す。毎回多彩なメニューのおいしい料理は、生徒たちから

大人気です。もともと、地域の住民や関係団体から食べ物

の寄付が寄せられていました。2017年秋、地元のラジオ

番組でカフェがとりあげられると、様々の市民、団体から多

くの寄付が殺到しました。とくにお米は500キログラムにも

のぼりました。それがきっかけとなり、カフェでほぼ毎回軽

食が提供されるようになりました（コロナ禍中はおにぎり等

の配布）。調理や盛り付けを手伝う生徒もいます。料理を

通じてボランティアの大人たちとの会話がはずみます。

　「パルシステム横浜ゆめコープ」のほか「フードバンク神

奈川」からの食材提供、「おてらおやつクラブ」からのお菓

子の寄付、「開く会・協働舎」から誕生月の生徒への手作

りパンのプレゼントなどの定期的な支援のほか、さまざまな

団体や個人から寄付が寄せられます。「横浜市社会福祉

協議会」は企業からの寄付を受ける際の仲介をしてくれて

います。ほかに「横浜南央ロータリークラブ」が生徒を三

横浜૯߹高ߍ�よ こ͏ͦΧフΣ

四　校

41

青少年育成20年をふりかえる ಛผߘد



陸交流BBQ&釜石漁業体験に連れて行ってくれたことが

ありました。小市聡さん（元横浜総合高校長）が立ち上げ

た「NPO法人体験活動サポート開港場」が、カフェ事業

で実施している就業活動体験のコーディネートをしてくれ

ています。

　学生ボランティアがいろいろな大学から来ています。とく

に教員や看護師、福祉職を目指す学生には貴重な体験です。

このように、カフェにはいろいろな大人たちから寄付が寄せ

られ、ボランティアをはじめ様 な々支援者が集まります。カフェ

は、地域における多様な大人同士の交流の場としての役割

も果たしています。

　以上に見てきた居場所研究会、大交流会、高校内居場

所カフェなど、これらの活動は、地域の子どもや大人、多

様な人々がつながる場づくりです。そしてこのつながりは広

がっていきます。市大の教員としてこのような地域貢献を

果たすことができたのは、よこはまユースの皆さんとの連携・

協力のおかげです。

ʻߟࢀจݙʼ
1  柳下換・高橋寛人編著『居場所づくりの原動力』松籟社、2011年
2  神奈川県立田奈高校での生徒支援の新たな取り組み ― 図書館でのカフェによる交流相談を中心に』横浜市立大学、2016年

3月
3  2017年増補改訂版・横浜市寄り添い型学習・生活支援の検討  ------ 研究会での委託法人関係者の意見とアンケートから』横

浜市立大学子ども・若者の居場所研究会、
4  『横浜市立横浜総合高校（定時制 3 部制単位制高校）におけるカフェ相談活動の取り組みと意義』横浜市立大学子ども・若者

の居場所研究会、2017年
5  居場所カフェ立ち上げプロジェクト編『学校に居場所カフェをつくろう!』明石書店、2019年
6  柳下換・高橋寛人編著『居場所づくりにいま必要なこと』明石書店、2019年
7  横井敏郎編著『子ども・若者の居場所と貧困支援』学事出版、2023年

※2、3、4は横浜市大のウェッブページに掲載しているので、検索してご覧になれます。
※ようこそカフェについてくわしく知りたい方は、参考文献 4、5の第 1 章、6の第 2 章、7の第 7 章をお読みください。
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　この20年間、私たちを励まし、支え、ともに歩んでくださった皆さまから、
心温まるお祝いのメッセージをいただきました。
　私たちは、「ヨコハマの青少年のために」という共通の思いを胸に、さまざ
まな分野で活動される皆さまと連携・協力しながら事業に取り組んでまいりま
した。
　ここに掲載しきれないほど多くの方 に々支えられ、今日の私たちがあります。
心より感謝申し上げます。

「みんなで力と呼吸を合わせて」（青少年委員合宿　2005年）

ᶙ��͓ॕ͍ϝοηーδ
－よこはまユースを支えて͍た͍ͩて͍るօ͞まかΒ－
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■荒井 紀美子さん（ガールスカウト横浜市連絡協議会　代表）
この度は創設20周年、心よりお祝い申し上げます。
めまぐるしく変化する社会の中で、時代を見据えた取り組みをされてこられた姿勢にいつも学ばせて頂い
てきました。また、活動理念である「青少年がさまざまな人、考え方、体験との出会いを通じて、社会に繋
がり、社会で生きる力を育みます」は、私たちの活動にも繋がる姿勢・価値でもあります。
青少年育成センターや野島研修センターは、活動場所としてよく利用させていただいています。職員の
皆様の心深い対応に助けられ、多くのスカウト達が活動の成果を得て成長し社会に育っていきました。い
つも事業に追われて、感謝の言葉もお伝えして来なかったように思います。ここで改めて、子ども達やリーダー
達の学びの場を提供して頂いてきたことに、心より感謝いたします。
最後となりますが、よこはまユースの今後の益々のご繁栄を心より祈念しております。

■阿比留 久美さん（早稲田大学文学学術員　教授）
大学院生・非常勤時代にふりーふらっと野毛山で「青少年の居場所づくり」全国フォーラムを七澤さん、
富岡さんたちと一緒に企画していました。ふりーふらっと野毛山の子どもも若者も大人もごちゃまぜになって
過ごしている雰囲気が好きだったなー。その後もおりにふれて、フィールドワークにうかがわせていただい
たり、大交流会に参加させていただいたりしています。
よこはまユースは人と人、団体と団体をつなぐハブのような役割をいろんなかたちで担っているのがすごい
なと思います。今は、ゼミの卒業生がよこはまユースの職員になっていて感慨深いです。これからもよろし
くお願いします！

■礒野 秀夫さん（大道芸ボランティアの会／さくらリビング連携団体）
いつも青少年との「つながり」を取っていただきありがとうございます。これからも楽しい「ボランティアの
機会」を提供したいと思います。
今後ともよろしくお願いいたします。

地域との交流ʢふりーふΒ とͬ野ໟࢁʣ2008
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■魚地 昌彦さん（横浜市健民少年団　団長）
この度、設立20周年を迎えるとのこと、心よりお祝い申し上げます。
健民少年団とよこはまユースは、長きにわたり、横浜の子供たちの健やかな成長を願い、様 な々活動を行っ
てきました。特に印象に残っているのは洋上セミナーです。この活動を通して、参加した子どもたちやリーダー
は大きく成長しました。これからも、健民少年団とよこはまユースは、連携を深め横浜の未来を担う子ども
たちを共に育てていきたいと考えています。
皆様の変わらぬご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

■貝川 弘行さん（総合型地域スポーツクラブ　まる倶楽部会長）
公益財団法人よこはまユース（横浜市青少年育成協会）設立より20周年誠におめでとう御座います。
2010年神奈川区青少年活動拠点事業立上げから大変お世話になりました。当時の地元の様子が今では
懐かしく思い出されます。よこはまユースの皆様のお陰様を持ちまして、事業展開で開始したB-SKY 
FES、中高生の居場所GROVEは現在も発展を続け、参加の子ども達、保護者、運営スタッフ、関係者な
ど沢山の笑顔を集める事が出来ております。
中学校部活の地域移行にも発展してきております。講師派遣でもお世話になり、沢山の学びを頂く事が出
来ました。様 な々ご配慮に心から感謝です。
益 の々よこはまユースのご発展をお祈り申し上げます。

■金子 利恵さん（泉区副区長／元横浜市こども青少年局青少年育成課長）
先日、ある人から「『青少・年・』って言葉、いつまで使うんでしょうね。」と言われ、ハッとしました。確かに、
『ビジネスマン』を『ビジネスパーソン』と言い換えられているように、男女共同参画の視点で考え直し
た方が良いかもしれません。
翻って『よこはまユース』、『青少・年・育成協会』から平成23年に名前が変わりました。誰が命名したのか、
先見の明がありますね！これからも『よこはま』の「今」の『ユース』の声を聞き、一歩先行く視点で、サポー
トをよろしくお願いします。期待しています。

์課ޙΩッズクϥϒ
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■蒲谷 武雄さん（横浜市立本町小学校　主幹教諭）
設立20周年を心よりお祝い申し上げます。
横浜市青少年育成協会の設立より20年を迎えたということは、そのころ「太田小キッズクラブ」で勤務を
していた私も、あの頃より20年の歳月を迎えたということを感じ、時の流れの速さを感じます。
協会設立当初は、横浜市の新事業である「放課後キッズクラブ」の運営のために、協会の職員の方 も々私
たち主任指導員もめまぐるしく忙しかったですね。新しい事業のため、運営のための各種マニュアルを作る
ことも大変でしたし、活動プログラムも試行錯誤しながら、みんなで話合いを重ね作っていたことをとてもよ
く覚えています。当時は、「野島研修センター」や「ふりーふらっと」「こども科学館」など協会が管理す
る様 な々施設とも連携して活動することができ、毎日たくさんのプログラムを行っていました。その時のことは、
あの頃の子どもたちと集まった時も「本当に楽しかったよなぁ」と思い出したり、懐かしんだりしています。
今後も青少年健全育成として、「青少年が人とのつながりのなかで成長していくことができる社会」の実
現のために、私たち学校教職員と共に頑張っていただけたらと思っております。

■坂本 昭夫さん（海をつくる会）
公益財団法人よこはまユース様　20周年記念を謹んでお祝い申し上げます。
貴社の理念である「青少年が健やかに育つことを見守り、その場所作り等の活動、そして見守る人材の育
成等」のご功績と、皆さまの日々のご尽力に敬意を表すと共に、今後のさらなるご発展とご隆盛を祈念い
たします。
これまでの環境講座「いま、横浜の海でおこっていること」「親子で学ぶ海のSDGs」や、実践活動の「干
潟観察会」「オールクリーン野島ビーチ」等をともに開催でき、当会が関わることができたことが大変嬉しく、
これからも共に歩み、ご協力ができればと願っております。

野島Χψー体験プϩάϥϜ
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■桜庭 友見さん（ライオンズクラブ国際協会330-B 地区　横浜みなとみらいLC）
かもん未来塾でのお手伝いは、子ども達の笑顔と誠実なスタッフの方 に々後押しされて充実した時間を過
ごすこととなりました。
ライオンズクラブの女性チームで月に一度の食事作り、その活動にご賛同いただいた横浜ベイホテル東
急のご協力で、総料理長自ら足を運んでいただき、美味しい食事と魔法のように仕上がったお洒落なテー
ブルレイアウトに目を輝かせていた子供たちの喜んだ顔が今でも目に浮かびます。今年の夏休みにはホ
テルバイキングにご招待いただき、「人生最高の夏休み」と叫んだ子どもの笑顔を見ることができたのは、
こちらの方こそ人生最高の日だったかもしれません。

■志村 友規子さん（特定非営利活動法人オーシャンキッズ　理事長）
この度は設立20年を迎えられたこと、誠におめでとうございます。
よこはまユースには10年前、「北山田小学校放課後キッズクラブ」の運営法人を立ち上げる際にサポート
をしていただきました。地域総がかりで子育てに取り組む環境を築きたいとの思いがあるだけで何もわか
らない不安な状況でしたが、丁寧にご指導をいただきまして、不安をひとつひとつ解消しながら無事にスター
トすることができました。またその後も、仲間として共に取り組んでこられましたこと大変心強く感じております。
子どもたちの今と未来のため取り組みたいという人たちの思いが実現できるよう、よこはまユースには活動
を応援いただける存在としてこれからも導いていっていただけたらと思っております。

■杉田 怜英さん（さくらリビング 青少年委員）
中学 1 年の夏に初めてさくらリビングを訪れ、そして11月に青少年委員に加入し、気づけば 7 年の月日が
流れていました。初めは大層な理由もなく、なんとなくで始めた青少年委員でしたが、委員の方や利用者
さん、スタッフの皆さんとの交流は私にとってかけがえのないものであり、さくらリビングは私にとって大切
な居場所となっていました。
7 年間の経験をもとに、これからは居場所を作る側としてよこはまユースの居場所づくりにより貢献すること
ができればと思っております。

「ಃܳ教ࣨ」ۀॿ会һ事ࢍ
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■関 勝則さん（横浜海洋少年団　団長）
公益財団法人よこはまユースとしての再出発から20年。その前身で1974年に設立された社団法人横浜
ボランティア協会から数えると50年を迎えられました。その歴史の中で常に横浜における青少年育成活動
をリードしてこられたことに敬意を表し心から感謝を申し上げます。
横浜海洋少年団も2023年に創立70周年を迎えましたが、よこはまユースとの連携を進める中で青少年の
健全育成に取り組んで参りました。
昨今では青少年が巻き込まれる事件や事故が後を絶たず、また生きづらさを感じている青少年も少なくあ
りません。私たち大人には子供たちに寄り添い見守るという責務があります。引き続きパートナーとしての
関係を深めつつ子供たちと積極的に関わって参りましょう。この度は誠におめでとうございます。

■鈴木 武道さん（ボーイスカウト横浜市連合会　会長）
この度は、「よこはまユース」が2025年 2 月に設立20周年を迎えられる事を、心からお祝い申し上げます。
前身団体の「横浜市青少年育成協会」を設立されてから、早、20周年を迎えられ、横浜市の青少年の
健全育成ために、長年ご尽力をされていらっしゃる事に深く敬意を表します。
私ども「ボーイスカウト横浜市連合会」とは、同じ横浜市の青少年の健全育成という同じ目標に向かって、
活動を推進する「横浜市青少年 5 団体」の仲間と共に、これからも、お互いに切磋琢磨して、協力し合い、
そしてお互いに補完し合って参りたいと思っております。
これからも、更に相互の関係を深めて、協力を進めて参りたいと思っております。「よこはまユース」の今
後の更なるご活躍と、発展を心から祈願致します。

શࠃ青少年の居場所づ り͘フΥーϥϜʢ2009ʣ
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■関口 昌幸さん（横浜市政策経営局共創推進課／元 こども青少年局青少年育成課担当係長）
私が「よこはまユース」の皆さんと本格的に仕事をさせて頂いたのは、2006年から2012年まで。それま
で国や自治体において、思春期や青年期の市民を対象にした施策や事業の枕言葉であった「青少年」が、
「子ども・若者」という呼称へと変化した時期に丁度あたります。
呼称の変化は青少年の交流や健全育成を主とした従来までの「青少年行政」から無業やひきこもり、経
済的困窮など困難に直面する子ども・若者たちへの社会経済的な自立支援を旨とした「子ども・若者行政」
への変化を意味し、本市の青少年育成の中間支援組織だった「よこはまユース」の事業内容やその組織
の在り方も抜本的な転換が迫られたのでした。
そんな青少年行政の大きな転換点にあたって、私は青少年育成課の担当係長としてよこはまユースの仲
間たちと、これからの子ども・若者行政のあり方について日々激論を重ねました。また、話し合うだけでは
なく、教育委員会と連携した新たな小中学生の体験学習の仕組みづくりや高校の居場所カフェの取組など、
これまでにない子ども・若者行政の新機軸を共に額に汗しながら生み出して行きました。
それから10年以上の月日が経った現在、子どもや若者たちが主体的に意見を発し、活動することで、持
続可能な社会づくりに積極的に参画する「こどもまんなか社会」の形成に向けて、再び「よこはまユース」
の仲間たちと共に仕事ができることは、本当に嬉しく、誇らしいことです。

■冢田 三枝子さん（野島クリスマスキャンプ実行委員会　代表）
設立20周年おめでとうございます。
個別支援学級の子どもたちを集めての野島クリスマスキャンプをずっと支えてくださり、ありがとうございます。
子どもたちがたくさんの楽しさと思い出を抱いて「またね〜」と、野島研修センターに手を振る姿を見るた
びに、来年も！という気持ちになります。そんな実行委員の気持ちに寄り添って、よこはまユースのみなさん
が代 と々引き継いでくださるノウハウやアイデアは私たちの宝物です。よこはまユースのボランティア精神と
子どもたちや若者の育成に傾ける情熱が、益々横浜の地に根を張っていくことを願ってやみません。

ΞフϦΧ։発会ٞ։ه࠵೦「ユースϛートΞップ」ʢ͘͞ ΒϦϏンά2019ʣ
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■認定 NPO 法人子ども支援センターつなっぐさん（青少年育成センター連携団体）
創立20周年、誠におめでとうございます。
横浜市青少年育成センターには、当法人設立当初から研修やセミナーなどで会場や設備を利用させて
いただいています。セミナーの設営や広報の相談などにも乗ってくださるなど、日頃より多くのお力添えを
頂き感謝申し上げます。
貴団体の今後ますますのご躍進を心よりお祈りいたします。

■南雲 純子さん（横浜市こども青少年局放課後児童育成課　担当係長）
設立20周年おめでとうございます。
よこはまユースの皆様とのご縁は、平成17年、私自身の子どもが放課後キッズクラブに通っていたころか
らです。熱心で子ども思いのスタッフの方 に々感銘し、放課後の時間を楽しく過ごしていたことを今でも鮮
明に覚えています。その後、業務としても放課後事業を始め、子どもアドベンチャーでの夏祭り体験等の
企画、野島青少年研修センターでの宿泊などでもご縁があり、子どもとの関わりについてたくさん学ばせ
ていただきました。特にキッズクラブは設立当初から現在に至るまで、事業の発展と児童の育成にご尽力
いただいき大変感謝しております。
今後も、子どもたちの未来と、より一層安心して過ごせる居場所づくりを支えていただくよう、心より期待し
ております。

■長島 由佳さん（ユカナガシマクッキングサロン主宰／ようこそカフェ運営委員）
目の前にいる子ども達や青少年の「可能性」という見えない宝物を輝かせるためのひと時を創出するため
に、私たち大人はいるのだと思います。そのための事業・活動は、穏やかな心を保ちながら、強い意志を持っ
て真っ直ぐに進んでいかなければ達成できません。優しく浸透していくエネルギーをどれだけ多くのココロ
とカラダに注いで来たことでしょう。その時間を共有できたことに感謝し、さらなる愛情表現とそのための活
動の一助になれる「未来」を楽しみにしたいと思います。

ΦーϧクϦーン野島Ϗーν
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■福田 富士雄さん（かもん未来塾　ボランティアスタッフ）
法人設立20周年、おめでとうございます。
私は、平成26年 6 月、都筑スポーツセンターで寄り添い型学習ボランティア募集のチラシを見て応募、
面接後採用され、7 月よりかもん未来塾でボランティアを始めました。
始めた頃は前職が災いしたのか、また気負いもあり、読み・書き・そろばんをベースにおいた学習支援を
してしまいました。しかし、ここ2〜3 年のうちに学生ボランティアも増え、学習が従、遊びが主に変わり、
学習も含めた生活支援になったような気がしたので、私も子ども達のニーズに合った声かけや見守りを心
がけるようにしています。私は週 1 回の関わりですが、子ども達の成長を実感しています。

■藤井 和子さん（認定NPO法人エンパワメントかながわ理事）
この度は20周年をお迎えされましたこと、誠におめでとうございます。
エンパワメントかながわも2024年 9 月に設立20周年を迎えました。この20年間で子どもをめぐる社会情
勢も大きく変化をしてきました。心に抱いた苦しい思いを身の回りにいる人にはなかなか話せない子どもた
ち。居場所や仲間づくりなど子どもたちを支援していく幅広いよこはまユースの皆さんの活動に多くの子ど
もとおとなが支えられてきたことと思います。
すべての子どもたちが大切な自分を守って生きていってほしい…　これからも子どもたちを見守るおとなと
して、よこはまユースの皆さんと同じ思いをもって共につながり、活動をしていけたら幸いです。

■堀谷 沙貴さん（横浜市立みなと総合高等学校　教諭）
よこはまユースには、前任校の高校内居場所カフェ「ようこそカフェ」の立ち上げからお世話になっています。
前例のない取組に、私たちは何度も話し合い、生徒第一に試行錯誤を続けました。逆境となったコロナ禍
も一緒に乗り越えました。そんなカフェも来年で10周年の老舗です。
また、岩手県釜石市での漁業体験、福島県矢祭での農業体験など、生徒とともに様 な々場所へ連れて行っ
ていただきました。カフェや就業体験先では関わる大人に大切にされ、のびのび過ごす生徒たちの姿を見
ることができました。他にも、ここには書ききれない感動や失敗や学びがありました。私も来年、教員10年
目を迎えます。ユースの皆様と、ともに経験した様 な々出来事に育てていただきました。これからも、生徒と
もどもよろしくお願いいたします。

͘͞ ΒϦϏンά交流スペース
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■松本 豊さん（横浜市子ども会連絡協議会　会長）
よこはまユース設立20周年を心よりお祝いいたします。青少年健全育成に幅広い分野にわたって取り組ま
れ、素晴らしい成果をあげていらっしゃることに敬意を表します。
私ども横浜市子ども会連絡協議会が、今年11月に開催しました「指定都市子ども会横浜大会」では、分
科会のファシリテーターをよこはまユースの皆さまに担当していただき、素晴らしいアピールへ導いてくださ
いました。また、日頃より横浜市青少年五団体のご支援、青少年の健全育成にかかわる情報のご提供、
行事や会議で施設のご提供など多くの場面でご支援いただいていますことに深く感謝しています。
これからのよこはまユースのますますのご発展とご活躍をこころよりお祈り申し上げます。

■水野 篤夫さん（ユースワーカー協議会代表／元 京都市ユースサービス協会事業部長）
20周年おめでとうございます。
京都で青少年活動を続けている中で、自分たちがやっていることを言葉にしたり、社会課題に向き合った
新しい取り組みを模索したりしたくて、野毛にあった「ふりーふらっと」を訪問したのが、よこはまユースの
活動に触れる最初だったと記憶しています。京都の施設との違いと共通性、やってくるやんちゃも含めた
多様な若者たちと逃げずに関わろうとするスタッフの姿に、とても刺激を受けるとともに励まされました。
それ以来、よこはまユースの活動に注目するとともに、関東にいる仲間として付き合い続けられたのはとて
も幸せなことでした。そして、今も課題に対応した新しいチャレンジを続けていることに敬意を抱きつつ、こ
れからも一緒に若者のために歩みたいと思っています。

■松田 考さん（公益財団法人さっぽろ青少年女性活動協会　こども若者支援担当部長）
設立20周年を心よりお祝い申し上げます。
思い返せば私が入職して間もないころ「横浜にとても素敵な青少年の居場所があるらしい」という噂が札
幌まで流れてきました。ワクワクして見学に向かったものの「ふりーふらっと」とは名ばかりの、どえらい急
な坂を上らされたことは今でも忘れません。中に入ってみると、集っている青少年とスタッフの皆さんを見て
「何だか分からないけどいい距離感だなぁ」と羨ましく感じたことも、いま思い出しました。
行儀の悪い坊主頭を叱りながら笑いあう。勉強している中学生の隙間時間にスッと入っていく。トゲトゲし
ている高校生をさりげなく活動に誘う。
今にして思えば、この「距離感」こそ、私たちユースワーカーの腕の見せ所なわけですが、私がその原点
を見たのは横浜の坂の上でした。これからもよこはまユースが、行政や関係団体にとっても、若者たちにとっ
ても「なんだか分からないけどちょうどいい距離にいる素敵な人たち」であり続けることを願って、お祝い
の挨拶といたします。
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■柳家 権太楼さん（落語家）
よこはまユースの皆様にはお世話になっています。
遠い昔に、故六代目古今亭志ん馬師匠にお誘いを受け「古典落語を聴く会」
（現在の濱っ子寄席）の高座に上がることができました。その折の嬉しかった
気持ちは今でも覚えています。その頃の世話人だった方々が、今の横浜の経済
界で活躍なさっています。大向代表理事もそのお一人でいらっしゃいます。
青少年の育成のために、落語会の中でも募金活動をしており、頭の下がる思
いが致します。
横浜の地域のため、皆様足を運んでくださいますよう宜しくお願い申し上げます。

「രসʂᖛͬدࢠ੮」

■余 泰順さん（公益財団法人神奈川ゆめ社会福祉財団）
設立20周年おめでとうございます。
貴団体とは、当財団設立当時、「子どもたちに寄り添った支援をしたい」と言う私の言葉を聞いた方に連
れられて訪れた「校内カフェ・ようこそカフェ」でご紹介いただいたのが出会いのきっかけとなり、それ以来、
今日に至るまで、交流会の企画運営に携わって頂いております。
交流会では、スタッフの皆様にご協力いただき、子どもたちが笑顔で楽しむ様子から若者との関わり方や
地域団体とのつながりをつくっていただき、当財団の運営には欠かせない存在となっております。
これからも、子どもたちの未来を応援する団体として、共に歩み続けていただけることを心から願います。

■米岡 美智枝さん（西区第 4 地区社会福祉協議会　会長）
よこはまユースのお名前は市長公舎前の「ふりーふらっと野毛山」のお披露目の会で知りました。
桜木町ぴおシティに移られた後も、第 4 地区社協の活動にご協力いただいています。さくらリビングの皆
様の「みんなの食堂」へのボランティアは若い方々に地域活動を体験し意義を感じていただける機会と
有難く思っております。かもん未来塾の皆様にも、もっと沢山「みんなの食堂」のお弁当を食べていただき
たいと願っております。子どもたちが自分を大切に生きていけるように、よこはまユースのご活動を心より期
待しております。

野島クϦスϚスΩϟンプʢ2024ʣ
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